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                   ２．16番 中村 博行 
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午前10時00分 開会 

○議長（加藤弘己） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりでござい

ます。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き一般質問を行います。本日の質問

順序は、受付順により１番、滝本幸夫君、２番、中

村博行君、３番、高柳達弥君、４番、佐原佳美さん、

５番、菅沼 淳君と決定いたします。なお、中村博

行君から参考資料の配付を求められましたので、こ

れを許可しております。資料はあらかじめ配付させ

ていただいておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 初めに、３番 滝本幸夫君の発言を許します。そ

れでは３番 滝本幸夫君。 

  〔３番 滝本幸夫登壇〕 

○３番（滝本幸夫） おはようございます。本日、

第一番目の一般質問ということでちょっと上がって

ますけども、私は今日、主題としてお伺いしたいこ

と、公共交通サービスの現状と近未来に向けての施

策はということで行きたいと思います。 

 質問する背景と経緯。 

 湖西市公共交通であるコーちゃんバス・デマンド

型乗合タクシーに対する利用者の声（満足度・不満

足度）を反映し、近未来である2025年の後期高齢者

の増加に対すべき新たな取組を伺いたいと思います。 

 質問の目的としては、湖西市の未来につながるモ

ビリティーサービスを持続可能な開発目標として確

固たるものにしていくためであります。 

 質問の第１、10月から変更になりましたコーちゃ

んバスの利用状況・問題点についてお伺いいたしま

す。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。答弁をお願いいた

します。 

  〔産業部長 山本信治登壇〕 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 コーちゃんバスについては、令和２年10月から知

波田鷲津線と入出新所鷲津線の２路線を１路線に統

合したほか、白須賀鷲津線の路線短縮や白須賀岡崎

線の減便などを初めとする路線・便数の見直しを行

ったことに加え、運賃をゾーン制から市内一律200

円に見直すなど変更を行いました。 

 変更後の１月分だけの実績ではございますが、令

和２年10月の乗車人数は昨年の10月と比較して

1,769人減少し、6,734人となっております。また

20.80％の減少となってございます。減少の主な要

因としては、新型コロナウイルス感染症の影響で学

校の休校、自宅での業務が３月から５月頃に大幅な

乗車人数の減少が続いており、その影響が10月時点

も続いていたことが大きかったと考えてございます。 

 今回の見直しにより、ＪＲとの乗り継ぎが悪くな

った、路線統合に伴いバス停が廃止されたことによ

り最寄りのバス停が遠くなった等の利用者個別の移

動ニーズに添っていない旨の御意見が数件寄せられ

ました。こうした意見を踏まえ、令和３年10月に予

定している次回見直し時に、必要に応じて修正のほ

うをしてまいりたいと考えております。以上でござ

います。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 今お聞きしたことで、ある程

度そのコーちゃんバスの推移というものは分かりま

したんですけれども、結局今問題点になってるとこ

ろ、そこの部分をどういうふうにソフトランディン

グしていかないと、なかなか一遍にぱっとは変えら

れないというのが現状だと思いますので、その辺に

ついてデマンド型乗合タクシーを次、利用状況と問

題点についてお聞きするんですが、それとどういう

ふうな関連を持っていくのかということと、どうい

う形でランディングしていくかということです。や

めてしまいやしないと思いますけれども、その辺に

ついてもちょっとお伺いしたいなと思いますんでよ

ろしくお願いします。２番目のデマンド型乗合タク

シーの利用状況と問題点についても同じようにお願
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いいたします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 令和２年４月から９月ま

でのデマンド型乗合タクシーの利用状況については、

白須賀地区の実績を昨年の同期と比較した場合、１

か月当たりの利用者数は、令和元年度は181人であ

ったところ令和２年度は172人と減少しております。

なお、知波田地区における同時期の実績は21人とな

っております。 

 減少の要因は、新型コロナウイルス感染症の影響

により利用者数が減少しているほか、予約時に他者

との乗り合いを避ける傾向が出ているためと認識を

しております。 

 令和２年10月から始めました乗り合い数に応じた

割引サービスの利用実績につきましては、白須賀地

区で26回、全体の運行回数の18％で利用されており

ます。知波田地区では８回、全体の運行回数の24％

で利用がされております。白須賀地区では本年４月

から本格運行と移行したものの、知波田地区では登

録者数の少なさから実証実験を継続しているところ

であり、引き続き、地域に根差したサービスとなる

よう普及啓発に努めるとともに、さらなる運行エリ

アの拡大に向けた検討を進めてまいります。以上で

ございます。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） お話は分かりました。 

 施策といいますか何といいますか、ある程度、地

元の方たちの利用度は今見せていただいてこのデー

タもありますけれども、これだけじゃなくて本当に

こういう形で続けていってそれでいいもんかなとい

う部分が私は感じられるもんですから、もう少し立

ち入った話っちゃおかしいですけども、地域の根に

なるところへもう少しアプローチしてみたらどうか

なと思うんですけれども、その辺のお考えはいかが

ですか。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 議員おっしゃるとおりに、この先の人数のほうを

増やしていくという業務のほうは必要かと思います。

特に、知波田地区につきましてはＰＲをするタイミ

ングのときにコロナのほうの影響が受け始めてしま

って、満足に地域へのＰＲのほうができておりませ

んので、そこら辺のことにつきましては改めて啓発

のほうを努めてまいりたいと考えております。以上

です。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました。今コロナ禍で

もあることですので、急いで云々という話じゃない

ですけれども、やはりしっかりと将来を見据えた開

発目標として考えていかなきゃいけないもんですか

ら、この辺をきっちりとやっていただかないといけ

ないなと思いますし、我々も私自身も今の立場でや

はり考えていかなきゃいけないことが多いもんです

から、またお話をさせていただいたりしますけれど

も、そういったことがすごい大事になってくるなと

いうのはひしひしと感じてますので、その辺はぜひ

ともよろしくお願いいたします。 

 ３番目のほうに移らせていただきます。 

 新事業企画として、シャトルＢａａＳの進捗につ

いてということなんですけれども、この件につきま

してはいろいろお話を聞いたり新しい情報が入って

きたりしてますので、その辺も含めてございました

らちょっとお願いします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 湖西市企業シャトルＢａ

ａＳ事業については、市内ものづくり企業４社、Ｍ

ＯＮＥＴ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ（株）、あい

おいニッセイ同和損害保険（株）、国立大学法人豊

橋技術科学大学との連携により、令和２年11月30日

から12月25日及び令和３年１月12日から１月29日の

期間で実証実験を行っております。 

 具体的には、市内ものづくり企業４社が運行しま

すシャトルバスを市民が移動する手段として利用す

るとともに、ＭＯＮＥＴ社の予約配車システムを活

用してデマンド方式による運行を行います。また、

運行時における事故等のリスクに対する備えとして、

あいおい損保が新たな保険商品の検討を行います。

さらに、豊橋技科大が本サービスの地域への受容性

や公共交通分担率の変化など、調査・分析を行いま

す。 
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 本実証実験の特徴としては、交通事業者ではない

ものづくり企業と連携したＭａａＳの取組であり、

かつ企業シャトルバスを用いて有償旅客運送をする

仕組みは全国初の先進的な取組であり、行く行くは

現行のコミュニティバスやデマンド型乗合タクシー

とは異なる、新たな移動サービスとなることを目指

す第一歩であると考えてございます。以上でござい

ます。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） ありがとうございます。Ｂａ

ａＳ事業の進捗についてなんですけれども、新聞紙

上をにぎわしているように実際にコーちゃんバスじ

ゃないですけれども自動運転のバスを運営してると

こが茨城県猿島郡境町というとこにありますけれど

も、ここら辺の部分は情報もいろいろ頂いたりとか

課の実務の方とお話をさせていただきましたので、

いろいろ私も知識を深めていかなきゃいけないなと

思いまして考えておりますけれども、一つすごくそ

の話をした中で非常に考えてくれてるなと思ったの

は、湖西市に根差した独自のものを生み出さなきゃ

いけないんで、新しいものにどんどん飛びつくとか

新しいものに目を奪われるというんじゃなくて、も

っと根を張っていきたいなというようなことをおっ

しゃってました。そのことは、すごく私は話をして

てこの人ならやってくれそうだなと思いましたので、

続けてぜひともやっていただきたいなと思います。

課の方と話をすると、本当にそういう意味ではプラ

スになる情報がかなり多いんでありがたいと思って

おりますけれども、それから燃料電池であるとかそ

ういったもので車を動かすということも片方では行

われているわけですけども、その中でやはり今後に

向けていつを目標にしてということがあると思うん

ですけども、目標はある程度やってそれに対してプ

ランを立ててということはｐｌａｎ－ｄｏ－ｃｈｅ

ｃｋ―ａｃｔｉｏｎでやっぱやっていって、何回も

何回もそれを繰り返さなきゃいけないような気がし

ますので、かなり開発としては難しい目標になって

くのかなと思いますので、その辺をしっかりとお願

いしたいなと思います。以上、よろしくお願いしま

す。 

 次へ行きます。 

 じゃあ所信表明についてですけれども、市長の大

命題である職住近接の４本柱の一つである産業の振

興の取組についてお伺いします。 

 ２期目の抱負に挙げている施策の実現をいかに進

めていくのかを確認したいと思います。 

 一つ、モノづくり産業ネットワークについて、先

日も先輩議員がお話を聞いておりますので、私とし

てはそれ以外のこととして所信表明の文章の中に書

かれていた女性活躍の推進というところ、ここのと

ころがちょっと引っかかったもんですから、この点

について市長のお考えというか、どういう形で女性

の躍進をさせていくのかというようなことをちょっ

とお聞きしたいなと思っております。 

○議長（加藤弘己） 滝本議員、これは提出してな

い質問でしたけれどあまり関連があるとは、よろし

いですか、取り下げていただけますか。 

○３番（滝本幸夫） モノづくり産業ネットワーク

ということなんで、このことについてつながってく

るのが発明クラブからずっとつながってて、いわゆ

る中学生の体験ですとかそういったことを生かして

くということでつなげていくという意味でよろしい

んですか、人づくりにつながっていくというのは、

その辺をちょっと聞きたいなと。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 ちょっと整理すると、モノづくり人材育成とか産

業ネットワークが。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君、女性を関連づけ

たお話ですか。 

○３番（滝本幸夫） すみません、モノづくり産業

ネットワークの中の言葉の中に出てきた言葉をまた

言ってるもんですから、中にあんまり突っ込み過ぎ

たのかなとは思うんですけれども、女性と男性の比

率と言っちゃおかしいですけども、そういったもの

でやっぱり女性がもっともっと活躍しなきゃいけな

い部分というのはつくらなきゃいけないというのは、

社会の流れとしてもありますよね。ですから、その

中でこの女性を取り上げたということ自体がどうい

うお話のされた中で、ちょっと私も。 
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○議長（加藤弘己） 滝本幸夫議員、モノづくりと

女性活躍とどういうふうに関連してるんだというよ

うなことですか。 

○３番（滝本幸夫） モノづくり産業ネットワーク

というのがキーの言葉なんですけれども、その中で

モノづくりを通した人づくりというのがありますよ

ね、その中でまた女性が多く活躍する場所云々とい

う話ですか、そのところをどういうふうに流れとし

て持っていくのかなということが分かってなかった

もんですから、それをお聞きしたいなと。 

○議長（加藤弘己） それでは市長、お願いします。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今ちょうど所信表明を読み直してみたんですけど、

多分ちょっとどう言ったか、このとおり言ったかど

うかも覚えてないんですけど、モノづくり産業ネッ

トワークの話があって、その後で女性活躍の推進は

その産業振興の中でももちろん非常に重要だという

ような文脈で言ったというふうに理解してまして、

そこはもちろん産業振興の中にモノづくり人材育成

だとか女性活躍というのは入っていて、包含されて

るのはもちろんです。 

 直接じゃあ人材育成ネットワークに女性活躍が直

接どんと入ってくるかというと、そういうわけでは

なくてちょっと分けて言ったつもりでしたので、そ

こはモノづくり産業ネットワークは今おっしゃった

発明クラブだとか、まずは今、彦坂コーディネータ

ーを初め学校現場と企業のマッチングを進めていた

だいてますけれども、そこからさらに企業にとって

の横展開だとか発明クラブとか職業訓練センターみ

たいなそういった人材育成をやっていくというのが、

まずモノづくりの人材育成とか産業ネットワークで

やっていきましょうというものを今回立ち上げさせ

ていただきました。それとは分けて女性活躍という

のは、今言った男女比でいうと生産年齢人口がたし

か７％ぐらいでしたか、男性のほうが多いというと

ころがありますのでそこの少しでも解消というか、

当然、女性の働く場というのはたくさん、これだけ

のモノづくりを初めとした企業が集積してるまちで

すんで多くあるというふうに理解をしてますので、

先週末もそうですけれども業界とか企業の研究フェ

アなんかで就職活動であったりとか、もちろんその

前にはオンラインでの再就職のセミナーなんかもや

ってますので、そんなことをやりながら女性の活躍

によっても産業振興につなげていきたいと。ちょっ

と分けて考えていただいて、もちろん両方が産業の

振興につながるというふうに考えています。以上で

す。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました、どうもありが

とうございます。 

 私のほうでちょっと拡大解釈しちゃったというか、

そういう感じになっちゃってますんで申し訳なかっ

たです。 

 それでは２番目のほうですけども、農地改良や面

的集積の推進、担い手の確保について具体的な施策

や周知の方法についてお願いします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 ちょっと昨日のお話とかぶるかもしれませんけれ

ども、やはり農地の改良といいますかやはり農業の

これからの持続的な継続というか発展のためには、

こういった農地改良、面的集積そういったものは不

可欠だというふうに考えております。もちろん湖西

市だけではありませんし、様々なところでも事例が

挙がってきてますので、やはり昨日もありましたけ

ど人・農地プランの実効性を高めていくということ

が必要ですので、もちろんこれが何個も何個も続々

と出てくればいいんですけれども、しっかりと１つ

ずつやる気のある農家さんですとかそういったもの

をしっかりと我々も地域ごとに話合いを重ねていっ

たり、もちろんＪＡさん、農協さんなどのお力も当

然頂きながら、そういった方々と意見交換を重ねな

がら、この土地でこういうことをやってみようとい

うふうな実績を一つでもつくり上げていけたらとい

うふうに思っております。 

 やはり昨日もありましたけれども、面的集積の中

ではあぜを取って総合パイロット事業のときの狭い

田んぼを広くやって効率化を進めていったり大規模

化を進めていくということが重要になってきますの

で、そういった優良農地の促進のためにもやはり集
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積を進めていったり、もちろんこれは土地の地主さ

ん、今農業をやってる方ばっかりではありませんの

で、そういった権利関係も含めて丁寧な整理が必要

になってこようかと思いますけれども、そういった

ことも含めて前向きな話合いを重ねていけたらとい

うふうに思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました、ありがとうご

ざいます。 

 今おっしゃってたようなことで、農業に対してや

っぱり担い手不足というのはどこも同じなんですけ

れども、自然に帰りたいというようなＩターン・Ｕ

ターンというのは、仕事でＩターン・Ｕターンとい

うのは当然あるわけですけれども、その中にまた農

業の方もそういう方がいらっしゃって、その中にま

た女性がいたりとかいうことになってくるんですけ

れども、そういったことがかなりあちこちで言われ

ているわけですけれども、そういったことを湖西の

場合は非常にその農地もたくさんありますし、すご

く生かせる場所だなと思っておりますので、そのと

ころを十二分に加味していただいて、職住近接の一

番近いところにあると思いますので、その辺をお願

いしたいなと思いますんでよろしくお願いいたしま

す。 

 以上で質問を終わります。ありがとうございまし

た。 

○議長（加藤弘己） 以上で、３番 滝本幸夫君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 次に、16番 中村博行君の発

言を許します。16番 中村博行君。 

  〔16番 中村博行登壇〕 

○16番（中村博行） 16番 中村博行です。一般質

問をさせてもらいます。 

 主題としましては、市立湖西病院の次期改革プラ

ンについてということです。 

 質問しようとする背景や経緯ですが、平成29年３

月に作成された市立湖西病院改革プランが令和３年

３月で終わろうとしてますが、次期の市立湖西病院

の経営戦略としての改革プランの展望が我々には見

えません。今までの改革プランを踏まえた上で、今

後の病院経営をどのように進めようとしているのか

伺いますということですが、まず最初に配付させて

もらった資料について説明をしていきたいと思いま

す。 

 これは、湖西病院の今までの４年間と令和２年の

予算書を基にしたものと、改革プランの内容をイン

ターネットから取り出しまして、同じような収支決

算について平成28年度から令和２年度までのものを

一応表示しております。 

 その中で、①の湖西病院の収支推移についてです

が、これでは予算と決算を４年間、予算を１年間表

示してます。予算での収支は常に赤字予算だと、決

算は常に黒字を計上してると、最終年度の令和２年

はまだ決算が出てませんので、そのことはその前ま

でです。そういうことで一応収支のほうはなってお

ります。 

 予算と決算の収支を比べてみると、収入では最初

の平成28年度だけは多かったんですが、あとは予算

の予定していたものよりか減っているということで、

資料のほうはこれで見ると必ず予算のほうが多くな

って決算のほうが少なくなってると、その中に改善

があったのか予算が大き過ぎたのかその辺は具体的

には分かりませんけど、決算としては４億円前後の

お金が少なくなってるというふうに見えます。 

 その一番最後の欄の令和２年度の半期までを見る

と、これは例月監査の数字から拾っているのと病院

のほうから出されたもので見ていますが、上半期の

実際の稼いだものが31億4,000万円で、市のほうか

ら繰り出しているのか繰り入れているのかその辺が

取り方で変わりますが、５億7,000万円出ていると

いうことですので、大分市のほうが繰出金というの

か繰入金というのか、市のほうからいえば繰出金に

なりますがこれが余裕があると。なおかつ、現金が

計上を必要になるもんですからこれが一番重要にな

ると思うんですが、それを平成28年度からずっと続

けて見てみて、令和２年度の半期で見ると9,700万

円弱あったものが、現在では５億1,600万円ぐらい

になってると、こういうとこから見ても確かに経営

はよくなってるというふうに感じられる内容です。 
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 前年度の実際の実収入で比較して見ても、今年は

半期で8,200万円強が昨年度よりかは少なくなって

るというふうに見えます。分かりました。 

 それで２番目としては、これは改革プランですが

これで見るとこの改革プランは平成30年度に一応変

更があったんですが、それ以前は全部決算ではマイ

ナスになる、決算でマイナスになったものも見込み

もマイナスになってるものがあります。そういうこ

との内容が分かります。 

 それで、最後の③の繰入金の見通しについてとい

う部分ですが、これについては実際に出されている

ものは令和元年度が９億3,600万円、令和２年度が

９億円、令和３年度が11億円、令和４年度が９億円、

令和５年度が７億5,000万円という形のものが出さ

れてます。私はその下に決算の内容と予算の内容で

３条分と４条分で分けてみると３条のほうが多く、

４条のほうは僅かと、１割にも満たない数字になっ

てるということが分かりました。 

 そういう内容を基に質問をしていこうと思うんで

すが、質問の目的としては市立湖西病院のさらなる

自立化を進めてもらいたいために行います。 

 質問事項の１番ですが、決算書によると本業での

収支が４年前から黒字で、平成28年度は24万円、平

成29年度では5,000万円、平成30年度は9,000万円、

令和元年度では１億6,000万円と利益を計上してお

りますが、現改革プランのどの事業を実行して得ら

れたものかお聞きしたいと思います。伺います。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

  〔病院事業管理者 杉浦良樹登壇〕 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えのほうを申

し上げます。 

 まず、病院事業管理者の病院長兼務を解消し、病

院事業管理者が病院経営に専念できる体制にしたこ

とがまず一つとして挙げられます。また、費用面の

改善に取り組み、委託業務の見直しによる経費の削

減、組織の見直しや現状の病床稼働に見合う適正な

人員配置とすることで人件費を抑制し、経費の大幅

な削減ができました。また、経営診断で指摘をされ

た外来診療科の数についても見直しを行い、２つの

診療科、これは心臓血管外科と呼吸器外科でござい

ますが、そこの診療のほうを休止といたしました。

それから、経営感覚に富む人材の登用として経営戦

略監を招き、施設基準の見直しを行うことで増収効

果がございました。そのほかに、地域包括ケア病床

の運用開始や白内障手術の新規実施により増収を図

ったことも黒字化につながったことだと考えており

ます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） いろいろやってくれてる内容、

いろいろ人件費の削減とかいろいろ話としては分か

りましたけど、現行の計画があるんですが、この計

画のどの部分をどういうふうにしたのかということ

がちょっと今の話だけでは分からないので、これの

計画書か何かあるんですかね、そういったやった内

容の実行計画みたいなものが、それがあってこうい

うふうになったということが、我々がもらってる内

容だとちょっと分かりづらいですかね、口頭では確

かにやられてよくなってるということは分かるんで

すが、それがどういうふうな計画とマッチングして

どこの計画をどういうふうに、実行計画がないもん

でちょっと内容的には、我々もよくなってるっちゅ

うことは分かるんだけどさ、そういった計画は何か

あるですか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えのほうを申

し上げます。 

 改革プランのほうにもタイムスケジュールという

間隔ではないんですが、手元に市立湖西病院の改革

プランでこれが平成31年度に変更があったものが私

の手元にあるんですが、その５ページのところなん

かには病床に関する事項だとか診療科の選択、ある

いは病診・病病連携だとかということがざくっと載

ってはいます。それをいつどのように実行するかと

いうことは指標がなかったのですが、おおむね改革

プランに載っている中での実行ということと、それ

から私が赴任当時にどういったことを今後具体的に

やるのかということをお示しした中でも、経費節減

をするとかあるいは人材の適正配置だとかというこ

とをうたっておりましたので、その部分を実行化し

たということと、それから先ほども申し上げました
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ように経営戦略監が来てまた新たな目で見ていただ

いた中で、施設基準の見直しだとか先ほど申し上げ

ましたようなそういったところを実行に移したとい

うことが実践できたと、その結果だというふうに思

っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） そういうことが実行できたと

いうことであれば、この中の最終的に費用がどう変

わった、どういうふうな数字で推移するよというよ

うな最初のここで示したような改革プランの内容が

もうちょっと変わってきてもいいと思うんだけど、

改革プランのほうの予算決算の内容、改革プランの

ほうの内容を見ると平成30年度に一回変わってるだ

けで、あとはその前のものを見ると皆マイナスの計

画になってると、計画とは別にそうするとこれを中

心に回っていたじゃないかなって感じはするんです

が、改革プランのほうに反映はなかったですか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 基本的には、改革

プランをフレームワークというか骨子の中でどう実

行するかというところに関しては明記されたものが

あまりなかったということで、実践の中で日々診療

報酬の改定があったりだとか、なかなかいわゆるハ

ードというよりソフトの部分、人材のところが急遽

退職をしたりだとかそれにリクルートをかけたりだ

とかという、いわゆる不安定化の中での実務という

ことになるので、それに即したものを日々実践をし

ていくということで、結果として起きたものだとい

うふうに思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） そうすると、今の話で行くと

この改革プランがあっても改革プランを中心にいろ

いろ予算決算があったり、自分らの内容をこれから

やることをこの改革プランに上げてどういう費用が

発生して、どういうふうな収入があってという細か

い計画っちゅうのか、実行するような計画は何かあ

るですか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） それが予算を組む

ときに、どういった格好で今年度はやっていくのか

ということが一つの目標とするものであり、それが

数値化されたものが予算ではないかというふうに考

えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 実際にはいろいろよくなって

いるということ自身はいいんですが、そういうこと

になると中のいろんな統制というのか管理という部

分になるのか知らないけど、それが改革プランのほ

うにはつながってないように私は感じるんですが、

改革プランもそういった中の仕組みが積み上がって

きて、それで改革プランになっていればいいと思う

んですが、今の話だと改革プランは改革プランであ

るよと、それで予算決算は別にあるよと、それで予

算決算でいろいろやってく中でというふうに私には

聞こえたもんですから、そこら辺の統制を取るよう

な形、改革プランでこの先はこういうふうに行くん

だよっていうものを計画して、それに対して実際の

予算決算、決算は別だが、予算が出てきてそれがど

こまで実行できたかということで計画は進めていく

べきだと思うんですが、その辺のことが具体的には

見えないように思うんですが、その辺は杉浦さんが

任しておいてくれ、俺が間違いなくやるよというふ

うに言っても、やっぱりそれは一つの組織の中の流

れとしてそういうプランに基づいていかないと、み

んなに分からないというふうな形になってしまうと

思うんですかね、そこら辺のことは何か変えるよう

な形は考えておりますか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 議員のおっしゃる

部分がよく分かりますし、そういった部分も否めな

い部分は確かにあると思います。改革プランの中で

文言として書かれているところが、かなりざくっと

したところが多いので、つながってないというふう

には思いませんが、少し大ざっぱ的なところがある

ので、これからのことを考えていったときにはもう

少し明確化しかつ、今このコロナ禍でなかなか先の

数字を読むというのが非常に難しい状況が出てきて

おりますので、そういったとこも加味しながらそう

いったものを構築していきたいというふうに考えて

おります。以上です。 
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○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 系統を立ててそういう改革プ

ランがあって予算があって決算があるという中で、

市長の方針なんかもあるし国の方針なんかもあるも

んで、この改革プランを中心にいろんなことを考え

てもらわないと、あるときはよかったがあるときは

駄目だったとかっていうような形になっちゃうおそ

れもあるもんで、もうちょっと中のいろいろ系統立

った管理をしてくことが必要じゃないかなと私は思

います。 

 ここの表にも書いてあるんですが、病院の実際の

収支と改革プランと比べると大きな表現に乖離があ

るということと、先ほど申し上げましたような累積

の積み上げたものを見ると、もう少し繰入金が減ら

してもらえるんじゃないかなというふうに感じまし

た。 

 それでこの令和元年度の利益、累積が２億8,000

万円もあるんですが、これは毎年の利益が積み上が

ってきてこれだけの金額になると思うんですが、こ

れも一つ、市が繰り出さないとこういう利益は上が

ってこないと、市の繰出金があってこれだけの利益

が出てるというふうに考えて、それでなおかつこの

利益については出してしまうだけで、終わっても予

算のときに決められたものがそのまま決算まで行っ

て、実際にかかった費用との差を返してもらってな

いものですからこの金額になったと、考え方によっ

てはこの２億8,000万円も前渡しで市の繰出金がこ

こにあるというふうに考えれば考えられます。中に

は、それは病院が一生懸命やってくれたという部分

もあるんですが、そういうふうにあるもんですから

繰出金がもっとどういう基準かというのは具体的に

私は分かりませんけど減らせるんじゃないかなと。

もっとこれまで含んで考えていったほうが、お金が

なくなればいろいろ中の改善も進むし、あればこれ

で楽になって中の改善が進まんということになるも

んですから、もう少し繰出金を減らしてもいいんじ

ゃないかなと私は思っていますが、その辺はどうい

うふうな御判断ですか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 確かに利益の累積

というのはこの表を見るとあるんですが、今までや

はりどちらかというと適正化ということで先行投資

をして収入を上げていくというところには少し目が

行ってない部分があったので、そういった部分でや

はり今後のことを考えながらしてくと、３条、４条

の部分がありますが、利益投資をしたりだとか今後

のことを考えて人を採って３病棟体制にしていくと

いう意味では運転資金がないと進んでいかないとい

う部分もあるので、そちらのほうは御理解をいただ

けたらというふうに思います。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 確かに運転資金は欲しいと思

うんですが、平成28年度の時点では9,700万円まで

落ちてしまったという形になってますが、このとき

は大分いろいろ今までのことが重なってきてお金が

なくなってきたということで、私の記憶じゃこのと

きにいろいろ補正を組んで出したような記憶がある

んですが、ずっとこれは前からの赤字が積み上がっ

てきて、結局はその３条で赤字なもんですからここ

で４条でお金を使って払ってきた今までの事実があ

るもんですから、ここまででこんなふうにお金が減

ってきたんじゃないかなと私は思ってるんですが、

これでもって、いろいろ黒字決算をしなければいか

んというふうに変わってきたんじゃないかなと私は

記憶してるんですが、いろいろほかの事情もあった

かも分かりませんけど、こういうことで３条は必ず

黒字でないと現金がなくなるという事実が認識でき

ているじゃないかなと思うんですが、その辺はどう

でしょうか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 平成28年度以前の

ことについては、実務のほうに私がタッチしていな

いというところがあったので、その経緯のところの

はっきりとしたことは分からないというのが現状で

す。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 分かりました。確かにその前

のことですので、理解できないかも分かりませんけ

ど、私はそういうふうなことがあってこのときには

支払いにも困難な形になったかと思うんですが、そ



８８ 

ういうことで必ず３条は黒字でなければいかんとい

うことが分かって、これから以後は黒字決算が常に

なったというふうに私は思ってますもんですから、

そういうふうな形でこれからも進めていってもらい

たいと思います。 

 それで、まず１番のほうは終わります。次に２番

に入ります。 

 次期改革プランについて、湖西市民に必要とされ

る病院として、経営戦略監を中心に改善の実行計画

を積み上げたプランにしたほうがよいと思いますが

いかがですか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 経営戦略監は、民間での経験が豊富にありまして、

医療事務や病院運営に精通していることからその経

験を生かし、次期改革プラン策定には中心的役割を

担っていただきたいというふうに考えてございます。

以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） まさにそういう民間からの出

であるもんですから、この前、湖西病院の戦略とい

う部分で山崎さんが出されたものがあります。この

内容を見ると、今までに市の職員がやってた内容と

違って、確かに一番湖西市民に身近な計画だと私は

思ってます。それで、この内容について９月の一般

質問でも内容を一応聞いたんですが、これは山崎さ

んが来たばっかでいろいろ思いをこの計画にしたと

いう話を聞きました。でも私は、これは思いを語っ

たものであるけど、これに実行計画がつながってく

ればなおさらよくなるんじゃないかなと、湖西病院

がよくなるんじゃないかなと思うもんですから、こ

のものを基にして実行計画っていうのはつくるつも

りはございますか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 繰り返しになりますが、当然いいプランもありま

すし思いの部分もございますし、それから今行政の

ほうから言われている424、いわゆる再編・統合と

いうようなことが国のほうからも言われて、今、少

しコロナ禍で全国的に止まっているという部分もあ

りますが、少しだけ動きが出てきそうなところがご

ざいますので、そちらのほうもこの中に入れながら

様々なことを考えていきたいというふうに思ってお

ります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） もうちょっと私もこの最近、

年を取って病院にかかることがあって湖西病院にお

世話になっておるんですが、その中でちょっと感じ

たことがあるんですが、支払いの最終的なとこで女

性が２人でお金を受け取るだけの部分がありますが、

ほかの一般のとこを見るとお金を受け取るだけなら

いろいろ改善のことで行けば機械に置き換わるんじ

ゃないかなというふうに思う点もあるもんですから、

そういった具体的な戦略監に改善案を実行してもら

うような計画を私はつくってもらいたいと、つくっ

てもらってもっと中のことを進めれば、いずれにし

ても経費の削減をしていかなければいかんもんです

から、その経費の削減について具体的にそういう改

善案を戦略監に実行してもらったらどうかなという

ふうに思うんですが、その辺はどうですか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 当然、実務の部分

の現場に出ていただいてる部分もございますし、そ

の内容のほうも把握しております。 

 今議員がおっしゃった会計の部分に関しても、機

械化をすることは可能です。ただ、やはりそこには

先行投資で1,000万円ぐらいのものがかかってきて

いるのが現状です。大きな病院に行くと、会計のと

ころにも自動支払機というものが設置をされていて、

大体３台から６台ぐらいが並んでいて、そこに診察

券を出すことによって会計が進むと、機械だけでは

なくてカード支払いだとかいろんなことの条件があ

るので、インターネットとつなげたりとか印刷機が

あの中に入っていたりということ、それから電子カ

ルテの中で計算されたものが会計になっていくとい

うようなことで、かなりコストがかかるという部分

の中で、今人が来ていただいているところとの兼ね

合いの中でどうしたほうがいいのかとか、やはり利
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便性を考えると当然そういう機械化というのも出て

きますし、あるいはカード支払い、クレジットカー

ド支払いだとかいろんなのがございますが、その中

でやはり売上金の中の１％か２％とかという部分が

経費として生まれてくるのも事実なもんですから、

そこら辺は少し頭の痛いところでどういうふうな、

利便性を優先させるのかそういった経営的な金額の

ところを優先するのかというのは非常に頭の痛いと

ころでございます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 私が経営者でないもんで、や

るかやらんかは管理者の考え方だと思いますけど、

私はそういうふうに気がつきましたので、一つ、経

費の少なくなる方法を戦略監を中心にしてやっても

らったほうが、具体的な改革プランになるんじゃな

いかなと私は思いますということで２番を終わりま

す。 

 ３番目ですが、改革プランの評価をどう捉えてお

りどのような次期改革プランにつなげようと考えて

おられるのか伺います。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 令和２年度までの現改革プランの評価については、

まず医療機能の見直しとして実施した病院事業管理

者と院長の兼務を解消することにより、管理者が病

院経営に専念し、収益改善や費用削減に取り組むこ

とができました。また、民間病院から経営戦略監を

迎えることで職員の意識も少し向上しております。

医師・看護師等の人材確保など、今年は新型コロナ

の影響で思うように進むことができなかった業務も

ございますが、全体的な評価といたしましてはプラ

スに向いているものと認識をしております。 

 次期改革プランは、地域において必要な医療供給

体制の確保をするための役割を明確にすることが重

要となります。今までの取組の見直しを含めて、役

割に合った新たな計画を作成していきたいと思いま

す。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 今言われた内容が、結局改革

プランとして出てくるわけですか、具体的な実行計

画がついて。その実行計画がないと、ただここでこ

ういうふうになります、こういうふうな考えですと

言われても、実行がつかなかったら実際にどうなる

かということは分からないものですから、私はその

実行計画がどうなって、いつ誰がどこで何をどうす

るということが明確になるような改革プランにして

もらいたいと思うんですが、その辺はどうですか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） まさに、今議員の

御指摘があったことが物事を進む上では非常に重要

になってくるというふうに思います。少し今、コロ

ナでいろんなことが止まっていて、人的にも昨日か

ら午前午後の検温も職員が出てやっていただいてる

ようなところがあったりして、少しマンパワーの部

分で非常に職員にも苦労をかけているという現状が

ございますので、そういった部分もありますができ

るだけそういった具体例に近づけたものにしていき

たいというふうに考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） これだけの実績があるもんで

すから、中のことも統制していけるというふうに私

は考えますので、ぜひとも今言われた内容を改革プ

ランにして我々に実行計画まで出して一応示しても

らいたいと思います。 

 以上でもって一般質問を終わります。 

○議長（加藤弘己） 以上で、16番 中村博行君の

一般質問を終わります。 

 ここで休憩を取りたいと思います。暫時休憩とい

たします。再開を11時10分とさせていただきます。

お願いします。お願いします。 

午前10時57分 休憩 

───────────────── 

午前11時10分 再開 

○議長（加藤弘己） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 16番 中村博行君より一般質問での訂正の報告が

ありましたので、これを許します。 

  〔16番 中村博行登壇〕 

○16番（中村博行） 今私が行いました一般質問の
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中で、参考資料の令和２年度の上から７行目の上半

期分の実収入不足分を31億円と読んでしまったよう

なので、これを３億1,400万４千円に訂正したいと

思います。訂正してくださいということで訂正をお

願いします。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 次に８番 高柳達弥君の発言

を許します。８番 高柳達弥君。 

  〔８番 高柳達弥登壇〕 

○８番（高柳達弥） ８番 高柳達弥でございます。 

 初めに、議会の冒頭、議長より新型コロナウイル

ス感染に対する誹謗中傷のことにつきましてお話が

ございました。県内の病院では院内クラスターが発

生してるとのことですが、湖西病院のほうではこの

ようなことのないような形で、いろいろふだんにも

対策を取ってると思いますけどが、このようなこと

が起こらないように感染対策、検査体制など診療対

応に追われている中、ここで管理者または事務長さ

んが見えますが、ここに落ち着いて座ってるような

状況じゃないと思いますが、医師、看護師、医療従

事者等の皆さんは24時間体制で精神的にも肉体的に

も休まることなく、市民のために勤務されているこ

とに敬意と感謝を申し上げます。 

 それでは、一般質問に入ります。 

 湖西市公共施設等の維持管理と財政負担について

伺います。 

 質問しようとする背景や経緯。 

 人口減少、少子高齢化の進行により、財政は社会

福祉など扶助費が増大する一方、公共施設の老朽化

が目立ち、施設の維持管理、更新の費用は市の財政

にとって今後大きな負担が予想されます。本市では、

平成27年度に湖西市公共施設等総合管理計画を策定

し、持続可能な行政サービスの実現のための基本方

針を打ち出し、平成28年度には公共施設マネジメン

ト基本方針により公共施設の適正配置を進めるため

の行動計画となる湖西市公共施設再配置基本計画を

策定し現在に至っていますが、計画の進捗状況はど

うか、また計画の円滑な推進は公共施設の利用者の

安全・安心の確保を図るとともに、維持管理、更新

等に要する経費を削減し、費用の平準化により財政

の安定化に資することで市民サービスの一層の充実

が図れるものと考えます。 

 質問の目的、公共施設等の適正配置や維持管理、

更新等を計画的に行うことでかかる財政負担の軽

減・平準化を図り、時代に即応した行政のサービス

を継続的に提供するためということで質問事項に入

ります。 

 １番、公共施設等総合管理計画は、平成28年度か

ら30年間にわたる計画であるが、統廃合などの施策

の進展状況、社会情勢や人口動向の変化に応じ、随

時見直していくことがあるが、現在までの見直し状

況と今後の計画にお伺いいたします。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。答弁をお願いいた

します。 

  〔企画部長 鈴木 徹登壇〕 

○企画部長（鈴木 徹） お答えいたします。 

 公共施設等総合管理計画は、国の指針に基づき策

定している計画で、公共建築物とインフラ資産の全

体の状況を把握し、長期的な視点をもって更新・統

廃合・長寿命化などを計画的に行うことにより、財

政負担を軽減・平準化することを目的に平成28年３

月に策定をいたしました。 

 国より、令和３年度までに個別施設計画の内容を

踏まえ計画の見直しを行うことが示されております

ことから、本年度において湖西市公共施設再配置個

別計画の改定に向けた見直しを現在進めております。 

 これを踏まえ、令和３年度中には関連する計画と

の整合を図り、湖西市公共施設等総合管理計画の見

直し作業を進め改定を行う計画としております。以

上でございます。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 見直ししてるということが分

かりましたが、これまでの計画に対しましてその後、

自然災害の被害とかコロナ禍とか人口減少の対策な

ど社会の経済状況は計画当時から大幅に変わってる

というような形の中で、この計画を立てるにつきま

してはマネジメントということで４点ほどあります

が、施設の総量とか安全性の確保とか機能の複合化

それから運営の適正化とか、４番目には広域的な活

用という中で周辺の施設との機能を集約するとか複
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合化とかこういうことがありますけど、このマネジ

メントに基づいて特にまた今の見直しの中で詳細に

検討していっていただきたいなとそんなふうに思い

ますのでよろしくお願いいたします。 

 それでは２番目に参ります。 

 公共施設等総合管理計画における公共建築物・イ

ンフラ資産、それぞれの基本方針、計画について確

認するということですが、公共建築物には庁舎、学

校、体育館などの統廃合それから再配置を進め、ま

た住宅などは長寿命化対策をと、またインフラ資産

では橋梁の長寿命化や修繕計画、そして上下水道で

は水道ビジョン、それから下水道では全体計画の策

定ということで、こういう形で進んでるわけですが、

そこら辺の進み方というか状況というのを個々にだ

けじゃなくて全体、進み具合というのはある程度概

略が、概要というかそういう形でこんな状況ですと

いうことを教えていただければと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

○企画部長（鈴木 徹） それではまず、基本方針

のほうからお答えしたいと思います。 

 公共建築物につきましては、施設総量の縮減、安

全性の確保と機能の複合化、運営の適正化、広域的

な活用の４つを基本方針として掲げております。ま

た、インフラ資産につきましては安全・安心な市民

生活の確保、資産情報の収集と蓄積、効率的な維持

管理、個別施設計画の作成・推進の管理、この４つ

を基本方針として掲げております。施設等の維持管

理につきましては、安全性の確保や効率的な運営に

よるコストの縮減など、将来にわたり公共サービス

を持続可能なものとするためこれらの基本方針に沿

って、現在進めているところであります。 

 先ほど議員がおっしゃられた現在のそれぞれの計

画の状況でございますが、公共施設等総合管理計画

という大きな柱があるわけですが、その下に公共建

築物のほうですが、まずは再配置基本計画、これは

平成29年度から平成57年度までの29年間、長い計画

期間になっておりますが、これに基づきまして再配

置個別計画がその下にございます。 

 先ほど答弁させていただいたとおり、現在見直し

を進めてるわけですが、こちらを今年度中に再配置

の個別計画の見直しは現在進めているというもので

ございます。 

 それからインフラ資産のほうでございますが、こ

ちらもそれぞれ個別の計画がございまして、道路に

つきましては舗装修繕計画、橋梁につきましては湖

西市橋梁長寿命化修繕計画、上水道につきましては

施設管路更新計画及びアセットマネジメント、下水

道につきましては湖西市公共下水道ストックマネジ

メント計画、こういったものがもともとの計画にひ

もづいております。 

 下水道の計画につきましては、令和３年度から令

和７年度までの５年間でございますが、これは現在

策定中でございまして、令和２年度末までに下水道

のほうのストックマネジメント計画を策定する予定

でございます。 

 それから上水道、これらにつきましてもアセット

マネジメントの見直しを現在進めておりまして、令

和２年度末までに策定をする予定でございます。 

 こういった形でそれぞれ計画のほうを進めている

ところでございます。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） ありがとうございました。そ

ういうことでいろいろ進んでる状況が説明されたで

すけど、やっぱり公共建築物等々インフラ整備等、

全体的にバランスよくというんですか進めていかな

いといけないと、一方だけ、インフラ整備だけどん

どん進んでも公共建築物のほうが遅れるとかそうい

うこと、予算的なものもありますけど全体的にバラ

ンスというかこの計画というのを、事業もこれから

ですけど進めていくのが必要じゃないかとそのよう

に思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは３番目に行きます。 

 公共施設再配置個別計画の第１期の実施状況と２

期以降の進め方についてお伺いいたします。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

○企画部長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 湖西市公共施設再配置個別計画第１期の主な実施

状況につきましては、市民会館、旧豊田会館及び旧

勤労青少年ホームの３件の解体と、世代間交流室及
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びむつみ荘の２件の譲渡による面積の縮減、新居幼

稚園及び岡崎幼稚園の２園のこども園化の実施、市

営栄町住宅及び天当山住宅の改修、新居中学校及び

新居排水機場の一部改修を実施している状況でござ

います。おおむね、主要な事業につきましては計画

どおり進めております。 

 第２期以降の計画の推進につきましても、公共建

築物の基本方針に基づき、施設所管課との定期的な

ヒアリングによる進捗管理を実施するなど、今後の

施設の再配置の方向性を勘案しながら見直しを行い、

進め方を取りまとめてまいりたいと考えております。

以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 分かりました。１期目は順調

でということですが、２期目以降については本当に

大変じゃないかなと、調整からいろんな面で大変だ

と思いますけど、しっかり計画のほうをお願いした

いと思います。 

 それでは、４番目の公共施設等総合管理計画を進

めていく上での今後の財政見込みをどのように考え

ているか伺うということですが、計画によれば公共

建築物とインフラ資産全体の事業費の将来見込額が

40年間で1,750億円余り必要になるということで、

ならしますと１年当たり43億円の整備額が必要と。

そうすると、今までも年平均に投資額が26億円とし

てたわけですけどがその1.7倍となります。そうい

うことでこの26億円のうえへ、17億円の整備費が毎

年上乗せしてくるということで、その17億円が大変

な負担になってくるんじゃないかとそういうことで、

毎年その整備費が必要になってくるということで、

財政見込みについてのお考えというかどういうふう

にしていくかということをお伺いしたいなと思いま

す。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

○企画部長（鈴木 徹） お答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症に伴う社会経済情勢に

より、今後の財政見込みを正確に把握するというこ

とは現在非常に困難な状況にあります。しかしなが

ら、今後においては計画に基づき、公共施設の適正

配置、適切な維持管理、コストの縮減を実施してい

くことがより一層必要となってまいりますことから、

それぞれの所管課と詳細な打合せを行う中で優先順

位等を明確にし、可能なものから順次進めてまいり

たいと考えております。 

 現在、先ほど申し上げた１期目、それらの中でも

やはり実施できなかったもの、これが順次先送りさ

れてしまう状況があります。そういった中で、さら

に財政的な負担、そういったものが増えてくるもん

ですから、何よりも一番最初に建物解体であれば市

民の方の安全・安心、まずは危ないところから手を

つける必要があると思いますし、解体によっては撤

去後の土地の有効活用、売却して市の所得として運

営していくとかそういったことも考えながらやって

いかねばなりませんので、先送りされたものも含め

まして現在総合的な見直しを行っておりますので、

何よりもしっかりと優先順位をつけて市民の安全・

安心に寄与するような形で進めてまいりたいと思い

ます。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 分かりました。この事業を進

めていくためには、毎年17億円余分にどっかで捻出

していかなければこの事業が進んでいかないという

ことでございます。ですが、このコロナの厳しい状

況の中でも何とか湖西市の将来のためにはこの事業

を進めていかにゃならんということですが、ほかの

事業もまた併せて進めていかなならんという中で、

やっぱり先ほど言われましたように経費の削減とか

使用料の見直しとか、ほかの地域ではこの整備基金

を創設しておるというとこもありますけど、それか

ら寄附金などこういう資金の確保の取組も併せてや

っていかなければならないし、ある程度、市民にも

痛みを一緒に共有しなきゃならんというような施策

もしなきゃならんということで、併せてそういう関

係で市民の理解・協力もつけていかなければこの事

業が進んでいかないんじゃないかなとそんなふうに

考えますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは次に、市長の所信表明についてをお伺い

いたします。 

 質問しようとする背景や経緯でございますが、市

長２期目に当たっての所信では、職住近接を引き続
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き推進するための４本の柱で本市の持続可能な発展

を目指す取組が示されました。その上で、市政全体

での方向性やまちづくりの将来性をどう描き、住ん

でよかった、住み続けたいと思われるまちづくりに

どうリーダーシップを発揮していくのか決意を伺い

ます。 

 そういうことで質問の目的、２期目の市長所信に

対する決意と施策遂行についてをお伺いいたします。 

 質問事項に入ります。市長の所信表明の中の結び

の部分において、中長期的な施策ということでござ

います。中長期的ということで市長もこれから２期

どころか３期、４期とやってくためのおおいに長期

的に考えていくというようなことだと思いますけど、

その中で２点、モノづくりの人材の育成、それから

宅地や商業施設造成のための都市政策についての説

明について質問させていただきたいと思います。 

 １つ目のモノづくり人材育成では、従来からのモ

ノづくり産業の技術を次代につなぐ技術継承者の育

成とか確保のためということでございますが、新た

な産業に対する先行的な人材育成を考えたらどうか

ということで、今のモノづくり産業というのが、日

経の新聞に載っとったわけですけど、これからは

2030年ですか、そこのとこで電動化というかそうい

うことになる、あと10年ですけどね。そうすると、

そのときにはガソリン車向けの部品メーカーという

ことでＥＶに行くということで、ガソリン車に比べ

てＥＶは部品が半分になっちゃうということで、そ

ういうことでガソリン車向けの部品メーカーの経営

が揺るがされるというような形で、今の湖西市の車

部品のモノづくりについては半分になっちゃうし、

将来的にはなくなっていくような形の中で、そうい

うモノづくりの人材育成も今現状に必要だし、新し

い産業に対してのモノづくりというかそういう人材

育成も必要になってくるんじゃないかなと思って、

本当に先ほど言いましたように週刊エコノミストに

よりますと、中国で45万円の車ができるということ

で、車にモーターを乗せるだけでそれでなるという

ことになると、本当にモノづくりというのがどうい

う形になるのかということで、そういう形の中でこ

のモノづくりの人材育成を、今の現状のいろんな産

業のモノづくりの人が将来的なそういうモノづくり

をどうやって残していくか、そういう人材がどうい

う人材が必要かと考えることと、またモノづくりを

学ぶことに通して創造力豊かな有為な人材を学校教

育の一環として育成していこうとしているのか、そ

ういうことも進んでるというようなことでそういう

ことに対して市長の、先ほどと併せて人材育成に対

する中長期的な考え方をお伺いしたいなとそんなふ

うに思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 まず、所信表明のときには全部は延べ切れなかっ

たかもしれませんけれども、このモノづくり人材育

成だったりモノづくり産業ネットワークというのは、

まずモノづくりというところが、今高柳議員からも

あったような製造業だったりとかＥＶだったりガソ

リン車もありますけれども、物理的なモノづくりだ

けを指してるのではなくて、職種でいう意味では第

一次産業から第三次産業までというか、トヨタ自動

車さんなんかも言ってますけれども、この片仮名で

のモノづくりというのは全体の付加価値、だから自

動車産業はもちろんですけれども、昨日、今日と議

論になってるような農業のそういったものも当然モ

ノづくりの中に入ってきますし、付加価値という意

味では第三次産業といった飲食とかサービス業も、

当然これは特定の業種に関してのモノづくりを指し

てるものではないという前提で申し上げたかったと

いうことをちょっと補足させていただきます。 

 その中で、もちろん現時点で湖西市内の企業を見

渡すと第一次産業から第三次産業まである中で、中

心的な付加価値を生み出していただいてるのは、や

はり製造業とか自動車産業の比率が多いというのは

現状もちろんですので、そちらのほうへのもちろん

モノづくり産業という意味で、これからの人材育成

は中長期的に行っていかなければならないというふ

うに思っています。 

 その中でも、製造業でもやはりいろんな企業があ

って工場見学なんかも行かせていただいたりとか、

今ちょうど企業へ訪問させていただいておりますけ

れども、１つの企業の中でもまさにモノづくりのラ
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インの製造現場であったりですとか、バックオフィ

スといったような間接部門もありますし検査部門も

ありますし、様々なこれは一つの企業、製造業の中

でも相当たくさんの職種といいますか技能とか知識

が必要なそれぞれの現場がおありだというのはもち

ろんだというふうに思っています。ですので、そう

いった様々な現場を小学生だったり中学生だったり

高校生だったりが今までは各学校ごとに工場見学と

か職場見学、職場体験等々をばらばらにやっていた

だいてましたけれども、モノづくり人材育成のコー

ディネーターにも就任いただきましたので、そうい

ったものも生かして企業側と学校側をマッチングし

ていって、やはり子供たちが小さい頃から、自動車

でもほかのものでも何でもいいんですけれども、こ

んなに湖西市内で、地元でこんなにすばらしい技術

があるということですとか会社があるということを

理解いただいて地元に愛着を持っていただく、それ

で将来的には湖西市で、地元で働いて住んでいただ

くというような愛着を持ちながら、大きく成長して

ほしいなというような思いでモノづくり人材育成、

モノづくり産業ネットワークということを申し上げ

させていただきましたので、もちろんこれを言うの

は、そういったことは簡単ですけれども様々な関係

者、学校も企業もさっきの発明クラブだとか職業訓

練センターとか様々な関係者があろうかと思います

ので、そこをネットワークにしていって、地元全体

でそういった人材育成につなげていったら、産業ネ

ットワークにつながっていったらいいなというふう

に、これから具体的なネットワークづくりを行って

いきたいというふうに思っております。 

 やはり、何でもそうですけれども一朝一夕にはい

きませんので、今も企業の御意見、学校の御意見、

それぞれ様々あろうかと思いますので、そこをマッ

チングしていきながらやはり地元全体がこういった、

さっき新産業というお話もありましたけれども、今

の産業、そして自動車だったらＥＶ化のような新し

い産業とか新しいモノづくりに対して人材育成がで

きるようなそんなまちづくりができたらいいなとい

うふうに考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 分かりました。片仮名のモノ

づくりということで、一次産業からずっといろんな

産業まで含めた中での考え方ということで分かりま

した。そういう産業全体のネットワークというか、

自動車部品とかそういうことに限らず、一次産業か

ら含めた全体のネットワークづくりということでお

願いしたいなとそんなふうに、その中で人づくりを

考えて併せてやっていくというような形でよろしく

お願いいたします。 

 それでは、２番目の宅地や商業施設造成のための

土地政策ということで、人口減少の食い止めには重

要な施策であります。住宅地確保のため、いろいろ

今まで検討してきていますが、今まで諸法令が障害

となりままならない状況で現在に至っています。 

 この打開策には住宅地、商業地確保の必要性・重

要性を湖西市としてやっぱり訴えるための理論的に

説得力のある資料とかデータとか、法令等規則をそ

ろえて土地政策の規制を解除するためのことをして

いかないといけないんじゃないかなということで、

また政治的な施策も重要であるということで、この

ために市長のリーダーシップと実行のための強い決

意が必要でないとこれから進んでいかないんじゃな

いかということで、今から具体的なこういう用地確

保のための体制を整備して取り組んでいかないとこ

の先進んでいかないんじゃないかなとそういうふう

に思いますけど、考えますが市長にお伺いいたしま

す。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 議員も十分御承知というか、高柳議員初め市議の

有志の皆さんにも、例えば制度の面で言えば県であ

りますとか国交省、内閣府、農林水産省といったよ

うな土地政策関係の省庁、関係先にも随分制度も含

めて改善要望に行っていただいておりますので、そ

こは引き続き、制度面だとか運用面だとかそっちの

ほうは一緒になってぜひ柔軟な運用等の要望活動を

続けていけたらというふうに思っております。 

 その中で、湖西市でのやはり現状、昨日も少しお

話ありましたけれども、土地政策という意味ではや

はり２つ改善というか方策は２つあって、１つは市
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街化区域、２つ目は市街化調整区域をどうするかだ

というふうに思ってます。 

 １つ目の市街化区域は、これも繰り返しですけれ

どもやはり市街化区域というのは昨日の議論の中に

もあったとおり、やはり本来は宅地だとか商業施設

だとか、活用を前提とした区域ということで用途地

域などが指定されてるわけですけれども、残念なが

らそこが畑のままだったり山だったりというところ

がＪＲの駅前などでも残っているのが現状ですので、

まずはそういった市街化区域を埋めないことには市

街化区域がないから市街化区域を、そっちにおうち

を建てたり商業施設を造りたいという要望も通るも

のも通りませんので、まずは市街化区域の中の未利

用地域、山や畑となっているようなところを、家を

例えば地主さんが活用しておうちを宅地にしようだ

とか商業施設にしようだとか山を切り開いたり畑を、

そういったものに転用するようなインセンティブと

いうものを今回立適をつくっている中で来年度、な

るべく早いうちに打ち出して地主さんや事業者さん、

デベロッパーの皆さんがここに土地の利活用をしよ

うと、開発をしようというようなインセンティブを

つくっていきたいというふうに思っております。そ

れが市街化区域の部分で、２番目の調整区域という

のはどうしても制度上そういった開発等を本来前提

としていない区域ですので、市街化区域が埋まらな

ければというのはありますけれども、今の浜名湖西

岸の土地区画整理のような50ヘクタールのように、

具体的にこういうものをここに造るということで農

地であったりとか、様々な市街化調整区域の転用が

図られるという地域でもありますので、ここは調整

区域全体がということは当然考えてはおりませんけ

れども、ピンポイントでこの調整区域の中のこの地

域はおうちだとか商業施設が建てられるようなもの

は当然地元の方からも御要望をいただいてますので、

そういったものができるような形、例えばこれも議

員も御一緒に行っていただいてるような浜松三ケ

日・豊橋道路、これが事業化すれば湖西市内にイン

ターチェンジができて、インターチェンジの周りに

は宅地だとか商業施設、物流施設、また取付道路の

周りにもやはりそういったものが建てやすくなりま

すので、そういった具体的な制度だとか誘致するも

のを持っていって、それを湖西市内に持ってこなけ

ればいけないというものがありますんで、この２点

から、当然両方とも一朝一夕にいくものではありま

せんけれども、１つでも２つでもそういった地域と

か山が切り開かれたりだとか畑が転用されるような

そんなような地域を土地政策としてつくる、そして

行政としては誘導政策としてインセンティブのよう

な奨励金だとか、そういったものを早期に打ち出し

ていきたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 分かりました。市街化調整区

域というのはいろいろうちを建てられないというか

個々に言われてるですけど、やっぱりある程度まと

まってやらなければ点々と乱開発になっちゃいます

ので、そこらをやっぱり調整区域においても市とし

てここにどうしても例えば住宅団地とかいろんな商

業施設を造りたいというような形であれば、それ相

応にやっぱりそういうためのいろんなことを検討し

て、それで持っていけばそれは今までできないこと

はないと思うし、できなくてもやっぱりほかの地域

は特区にするとかいろんな考え方で、やっぱりほか

の人がやっても湖西市でこういう形でここをこうい

うふうにしたいという形になれば、法律だとか何と

かいろいろ言われてもやっぱり湖西市が生きていく

ためにはここも必要なんだよと、そういうある程度

重要性とか説得性をもって進んで、最終的には政治

判断でいろいろやってくとかっていう形になってい

かないと、今までどおりでいいとこまで行ってもそ

れで何だかんだで終わりでずっとこれが続いてきて

おるもんですから、そういう突破口というかそうい

うのをしていかないとこれが進んでいかないんじゃ

ないかなというように思ってますので、そういうこ

とで市長が、ここでここにどうしても進めるという

ような形になれば、皆さん方ここを何とかしなきゃ

というようなこと、みんなで力を合わせてそこを何

とかしようというそういう盛り上がりをしていかな

ければ、それで市としてこういうふうにしていきた

いと県とか国へ訴えていけば、私はできないことは

ないと思いますが、それなりの理由づけというかそ



９６ 

ういうものが必要となると思いますけど、そういう

ふうなことでいろんなそういう組織づくり、体制も

整備した中で進めていかなければ、今までどうにか

しようというような形じゃ進んでいかないんじゃな

いかなということで、そこら辺の方をよろしくお願

いしたいなとそんなふうに思います。 

 ちょっと関連いたしますけどが、昨日のいろいろ

話題に出ておりました立地適正化計画でございます

が、これについても建設環境委員会のほうでという

ことで昨日お話もあって、いろいろ細かい説明もあ

ったですけど、その建設環境委員会の前の建設環境

委員会には議会報告会でコンパクトシティをこうい

う形で進めていくということで各地区で議会説明会、

報告会で説明してきております。そういうことで、

今の策定中の立地適正化計画はコンパクトシティを

整備支援のため、国の計画でコンパクトなまちづく

りの核として都市機能誘導区域と居住区域を設定し、

高齢化や人口減少の背景に集約するものとそういう

ことですので、そういうことで今まで市街化区域の

中を整備していたが、やっぱり人口減少によって市

街化区域を縮小するわけにはいきませんので、市街

化区域の中へ都市機能と居住区域をつくっていくと、

これが立地適正化計画の柱になっておりますね、こ

の２つが。そういうことで、特に都市機能誘導区域

が駅を中心にしてということで造るわけですけど、

最終には新居も含めて３か所というような形がされ

てたわけですけど、この都市計画をつくるとそれに

基づいて補助がついてくるわけですが、それで３か

所をこういうようにやった場合に、３か所ともまた

これからそういう形に整備するような形になるとい

うことになると、湖西市のこの狭い中で３か所も都

市機能があって、そこへ３か所分散で投資していく

ということがいいのかどうかと、そういうことでこ

の後も話あると思いますが、湖西市全体が一体化と

いうかまとまりがないとかっていう中で、都市機能

が３か所に分かれちゃうというのが本当にいいのか

どうかなと、いろんな計画のつくり方なんかにそう

いうようなことがあるからという形の中で、そうい

うふうにするような形になるか知らないが、やっぱ

りそこら辺は考えていただきたいなと思います。 

 それからまた、居住区域についても居住誘導区域

ですけどこれも今までの造ったところでは居住区域

が浸水したという形の中で、こういう造り方という

かというのが問題じゃないかといろいろやられてお

りますけど、それは浸水区域に何でこういう居住区

域を造ったということが方々から言われてますが、

実はここをつくるときに地域の皆さん方がこの地域

ではここで居住区域を造りたいよって造ったもんで

すから、何で浸水区域でこんなとこ造ったという問

題は起きてないですよね、地域の中では。ただ、周

りの人は何でこんなとこに造ったのか。地域の人が

みんなで真剣に考えて、それでここへ私たちは必要

なんだからここにつくったのよということで、結果

的に浸水区域になったけど、自分たちがこういう形

で造ったからという形の中で、何でこんなことした

のかということは起きてないじゃんね。そういう形

の中で、これから居住区域も都市機能区域も本当に

地域の皆さんと話し合って、必要なところに造るよ

うな形をしてもらわないと、この計画をつくるに当

たりまして、いろんな学校の先生とかいろんな学識

経験者がいますけど、その人たちは全体的な形の中

でいろいろ言いますけど、ここに住むのは湖西市民

がそこに住むんですからね、そういうことが分かる

人たちが造ってもらわないと、造った後、こんなと

こに何で造ったという話になって、その結果が昨日

の話にもありますが、都市計画道路も今になってこ

んなとこに何でこんな都市計画道路を造ったんだよ

といろんなことがあって、計画が進まないというふ

うな形になると。この適正化計画をつくっても、あ

る程度100年計画というかそういうふうな計画にな

るもんですから、ずっと続いていくんですよね、そ

んときに何でこんなとこにこんな居住区域を造った

んだよと、やっぱり文句は出るというか批判になる

もんですから、やっぱりそこに住んでる人に本当に

ちゃんとしっかり説明をして、それで理解してそこ

に必要だという形でつくってもらいたいなとそんな

ふうに思います。 

 そういうことで、本当に地域の人にそういう形で

やっぱり説明とか理解を求めるようなことが必要だ

ということで、昨日の話にまた戻りますけど、北部
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地域の幼稚園の知波田と新所の幼稚園のクラスを一

緒にするというの。 

  〔発言する者あり〕 

○８番（高柳達弥） 複式学級にするという形も聞

いたところによれば、突然、父兄の方に話があって

それで昨日の新聞ではやりますよという話になって、

そういうことで、そういうことを今まで地域のほう

でもこれだけ人減っちゃってどうしようかというこ

とで自治会なんかでも問題になったり、いろいろ地

域でこういうように話合いを持ってる中で、父兄と

話をしただけで、それで昨日の新聞みたいに複式学

級にするなんて話が出ちゃったということで、やっ

ぱりこういうのは先ほどの話のようにしっかりと市

民に話を説明して、市民の理解の上でそういうこと

を実施してもらいたいということで、この立地適正

化計画についてもお願いしたいなとそんなふうに思

いますので、これはあれじゃないですけどそんな意

見を申し上げて終わりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、これで最後にいたしますが、市長選前

に湖西と新居が合併して10年になるが、町の一体感

について、一体感がないというような形で新聞記事

が載りました。このことについては、この後ほかの

議員が質問されるので質問をいたしませんが、今回

の影山市長の市政を前に進めようとした成果が無投

票という市民の評価になったと思います。 

 そういうことで合併10年になるということですが、

その10年のうちで市長は４年ですけども、この６年

間というのはなぜこういう形があったにもかかわら

ず進まなかったとか進めなかったということが問題

になると思うんですけど、こういうことについては

過ぎ去ったことであまり言ってもしようがありませ

んけど、１期目の影山市長は市民の声をよく聞き、

堅実な市政運営を続けてきました。これからもそう

いうことで影山カラーを前面にリーダーシップの下、

引き続き市民のために決断・実行され、住みよいま

ちづくりに向け全力投球されるようにエールを送り

まして、この一般質問を終わりたいと思います。あ

りがとうございました。 

○議長（加藤弘己） 以上で、８番高柳達弥君の一

般質問を終わります。 

 少し早いようですが、区切りですのでここでお昼

の休憩を取りたいと思います。再開は午後１時とし

ます。 

午前11時56分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（加藤弘己） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

───────────────── 

 次に、10番 佐原佳美さんの発言を許します。10

番 佐原佳美さん。 

  〔10番 佐原佳美登壇〕 

○10番（佐原佳美） 10番 佐原佳美でございます。

通告に従いまして、１題目、デジタルトランスフォ

ーメーション、略してＤＸ推進に伴う市民に寄り添

った「おくやみコーナー」開設について、２題目、

市長の２期目所信表明についてお伺いいたします。 

 まずは主題１、ＤＸ推進に伴う市民に寄り添った

「おくやみコーナー」開設について。 

 質問しようとする背景や経緯は、私が支部長を務

める公明党湖西支部は、コロナ禍の生活から市へ要

望したいことの市民アンケートを10月に実施し、来

年度事業で重点を置いてほしい事項をまとめ、2021

年度湖西市予算編成に関する要望書として、本年11

月６日、市長に提出いたしました。 

 そのアンケートの中に、家族の死亡に関わる手続

の際に、庁舎内をたらい回しにされ不親切な対応に

嫌な思いをしたという苦情、事例が複数件ありまし

た。公明党においても家族が亡くなった後、遺族が

行わなければならない手続を原則１か所でできるお

くやみコーナー開設の先進自治体に注目していたこ

ともあり、私は最重要事項としてⅥデジタル化と行

政サービス、要望書の見出しですがその１に縦割り

行政で市民をたらい回しにしない相談体制を構築す

るため、基本情報などを共有するシステムの導入、

おくやみ手続ワンストップ窓口新設希望等のために

と記載し要望しました。 

 また、本年３月より公明党浜松総支部、浜松市と

湖西市の公明党の市議団ですが、コロナ禍における
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各種団体の声を拾い上げるため、懇談会を実施して

まいりました。４月13日には静岡県司法書士会の会

長を初め役員の皆様から、新型コロナウイルス感染

症対策に係る相談支援内容などを伺い、その際に相

続登記のさらなる促進の要望をいただきました。 

 それは、相続登記を市町が市民に促すことができ

る具体的場面のライフサイクルの中で市民の皆様の

具体的場面の一つに死亡届受理時がある、家族の死

亡に係る様々な手続に合わせて土地の相続について

も案内するおくやみ手続総合窓口、仮称ですが設置

してはどうかという提案でした。 

 相続登記の促進を行う理由としては、相続登記が

何世代も放置された結果、誰の土地か分からなくな

った所有者不明土地が全国で合わせると九州の面積

ほどもあり、自治体がインフラ整備の際に地権者を

探すのに苦労したり、納税者の探索を要したり、地

域の環境・治安の悪化にもつながっている現状があ

ること。その対策として本年４月、一部３月31日か

ら施行ですが改正土地基本法が施行され、土地所有

者などの責務の創設、具体的には登記など権利関係

の明確化、境界線の明確化が示されたこと、また国、

地方公共団体などに土地所有者等による適正な土地

の利用及び管理を確保するため、必要な措置を講ず

る責務も明記され、現在の相続が発生しても相続登

記の申請は義務でない状態を義務づける方向に、民

法・不動産登記法を近々改正していく法務省の取組

があるからとのことでした。 

 これら私に寄せられた２つの不合理な課題を解決

し、市民のためにも職員の仕事の効率化のためにも

今後迎える多死社会に備え、おくやみコーナーの開

設は必要と思い質問いたします。 

 質問の目的は、家族の死という悲しみの中で行う

死亡届に始まる多くの手続が、市民にとっても行政

にとってもスムーズで漏れがなく短時間で済むよう

に、ＩＣＴ等を活用して作業するデジタルトランス

フォーメーション（ＤＸ）の推進事業としておくや

みコーナーを開設し、市民に寄り添うサービスの提

供をしてほしいためです。 

 質問事項に入ります。 

 では１番、死亡に関する手続の案内の現状につい

てお伺いいたします。 

 全国初のおくやみコーナーを設置した団体は大分

県別府市で、総合戦略や市長公約で利用者視点の窓

口サービスの実施を掲げ、若手職員をプロジェクト

チームに任命し、たらい回しゼロ作戦として死亡後

の手続専用窓口設置を発案、2016年４月に実務を開

始し、３名で１か月半エクセルを駆使して制度設計

を行い、５月中旬には開設したとのことです。これ

はあくまでも職員の発案で始まったということです。 

 来庁した遺族は、お客様シートに死亡者情報、遺

族の情報などを記入し本人確認書類を提出すると、

各窓口で何度も氏名・生年月日・住所等を記入する

必要がなくなり、死亡者に合わせた必要書類が用意

されて、手続時間は３割から５割短縮できたとのこ

と。 

 当市の近年の年間死亡者は600人弱ですが、遺族

への対応はどのように案内されているのか、また一

般的に死亡届が提出された後に関わる市の窓口は何

か所程度あり、全ての手続時間は現在どのぐらいか

かっているのか現状をお伺いいたします。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

 〔市民安全部長 小林勝美登壇〕 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 死亡届受付時に、死亡届を出された方へという市

役所で行う手続の一覧表をお渡ししております。窓

口に届出に来られる方はほとんどが葬祭業者である

ため、御遺族に手続の一覧表をお渡しいただくよう

お願いをし、改めて手続に来ていただくよう御案内

をしておるところでございます。 

 その後の手続は、例えばですが死亡された方御本

人が市税の納税義務者なのか、国民健康保険の加入

者なのかなど、故人の状況によって関わる窓口が変

わってまいります。仮に、手続先一覧表の全ての窓

口で手続が必要な場合では、最大で11か所になりま

す。手続の時間にきましてても、故人の状況により

異なりますので一概には言えませんが、最大で半日

程度かかる場合もございます。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございます。おく

やみコーナーを設置している自治体のいろいろな例
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も見ましたら、やはり３時間ぐらいかかって午前中

から来れば約半日です。それで、それが２時間にな

ったっていうような県内のほかの市の報告もありま

す。 

 おくやみコーナーを設置している自治体では、電

話予約で来て既に市役所のほうがその方の属性に合

わせた必要な一覧表を打ち出してあって、基本情報

も打ち込まれていて、判こをつくだけで終わるとい

うようなところもあるようです。ワンストップでや

れば短いし、さらに部署によっては足を運んだとし

ても時間の短縮になっているということで、とにか

く時間短縮とか手順が分かりやすく親切に御案内で

きていればそれでよいかなとも思います。 

 そのようになるために、では２番の質問をお願い

いたします。 

 おくやみコーナー開設について今も述べましたが、

静岡県内でも昨年６月３日からの藤枝市を皮切りに、

同じく昨年10月１日から静岡市、今年の６月から掛

川、10月から富士市が御遺族手続支援コーナーとか

おくやみ窓口、おくやみコーナーとの名称で、どこ

から手をつけていいか分からないという御家族の死

亡に係る手続に御遺族の相談に乗りながら、気持ち

的な負担軽減を図る取組が開始されています。 

 内閣官房情報通信技術、ＩＴ総合戦略室は今年の

５月、遺族が必要となる手続を抽出できる新システ

ム「おくやみコーナー設置自治体支援ナビ」を開

発・作成し、自治体向けに提供を開始し、全国から

数十件申請があったとネット上では載っておりまし

た。 

 先進地の取組や政府の開発した自治体支援ナビな

どを研究して、ＤＸ推進事業としておくやみコーナ

ーを開設する意向はいかがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 議員から御提案をいただいたおくやみコーナーの

設置に関しましては、御遺族の負担の観点からも効

果的な取組であると考えております。 

 昨年は、湖西市におきまして近隣市の「おくやみ

窓口」の情報を収集したりですとか、市役所で行い

ます手続一覧表の改定を行ってまいりました。死亡

時の届出や手続は複数の窓口が関係してくるため、

おくやみコーナーを開設する場合には、事前に関係

部署で課題を洗い出し、十分な検討をする必要がご

ざいます。今後、引き続き先進地の事例や国が提供

しています自治体支援ナビの活用も含めまして、幅

広く研究を進めていき、設置に向けて市としてでき

ることから前向きに順次取り組んでまいりたいと考

えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございます。湖西

市バージョンを作っていただければいいかと思いま

す。何もどこかの市のとおりにする必要もなく、皆

さんの仕事がやりやすく、また市民に親切な御案内

ができればそれで目的は達成されると思うので、ぜ

ひともお願いいたします。 

 もう一度、ただ私のこのテーマのところにＤＸ推

進に合わせてということがありますが、先月の11月

13日に第１回湖西市デジタルトランスフォーメーシ

ョン推進本部会議が開催されて傍聴させていただき

ました。 

 そこで、本部長である市長から住民サービスの向

上のため、各部署は積極的に取り組んでほしいと冒

頭挨拶があり、税務課、市民課、スポーツ・文化課

などがリーダーでキャッシュレス化やオンライン化

の４つのプロジェクトが動き出し、今後ほかに必要

なプロジェクトをつくり進めていくという副市長で

ある副本部長の説明もありました。 

 そこにおくやみコーナー開設プロジェクトなり窓

口業務改善プロジェクトなどをＤＸ推進事業に追加

して取り組む計画はいかがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 ＤＸ推進事業につきましては、今年度に方針を作

成し、令和３年度には詳細な計画を作成するという

予定になっております。 

 先ほども申しましたように、複数の課にまたがる

ことでございますので、プロジェクトチームという

組織の名前とかそういったのにこだわることなく、

早速といいますか関係課で集めまして、これは市民

課のほうがまず音頭取りといいますかさせていただ
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いて集めてまず課題の洗い出し、それから先ほど議

員のほうから紹介いただいた、私のほうも別府市の

ほうの内容とか見ましたけど、それから国のほうで

内閣官房のほうで作っていただいてる自治体支援ナ

ビなんかも確認をさせていただきましたが、うちの

市で湖西市のほうでそれがすぐ取り入れられるのか、

何か直さなければいけないのか、場所をつくるだけ

ではなくて、来ていただいたらそこで書き込むのか、

うちのほうの職員のほうで、湖西市の職員のほうで

そのデータを打ち込んで署名をしていただく形にす

るのかとかやり方はいろいろあるかと思いますので、

湖西市に合ったやり方というのを研究をまずしてい

きたいと思います。 

 その後、例えば時代も進めばオンラインで自宅で

申請ができるとかそういったことになったときには、

そういう必要があればＤＸの本部にも伝えて、そう

いったプロジェクトチームをつくっていくというこ

とで、まずはできることから先に進めていきたいと

いうふうに考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ぜひともよろしくお願いいた

します。 

 では、３番目に行きます。 

 相続登記の案内先について、先進地である別府市

はおくやみコーナーに市役所で行う手続以外の税務

署や相続登記の法務局の手続も案内しています。ほ

かには生命保険のことから預貯金や自動車のことな

ども一覧表になって案内が置かれていますが、別府

市では。湖西市の死亡届を出された方へという、先

ほども部長が御紹介していただいた死亡届を出され

た方へというこの今現在裏表であるこれを見ますと、

この一番最後の法務局というところに相続登記の欄

に法務局とあるが、手続の場所は湖西市ではありま

せんとそこだけ太字で印字されています。とてもこ

れを見たときに、私はこの庁舎ではありませんよみ

たいに言われてるようなちょっとそんな突き放され

たような気持ちになりました。 

 法務局は登記の先であり、司法書士会の会長さん

に伺ったところ登記申請に関する一般的相談を受け

るにとどまり、具体的な相談登記は申請者自身が行

う必要があり一般市民は困難であり、法務局へ行っ

ても結局はまた差し戻されるという現状で、結果た

らい回し状態になりかねませんとのことでした。 

 前述の改正土地基本法に基づく土地基本方針では、

関連分野の専門家などと連携協力をするようにとい

うことが盛り込まれております。 

 おくやみコーナー設置に先立ちまして、ぜひとも

不動産登記法の改正も近いことから、市民に分かり

やすく相続登記の専門家である司法書士、または司

法書士会への相談センターへの案内などを記載した

ら、こちらに湖西市ではありませんと書くだけでな

く親切なのかなと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 議員御指摘の手続先一覧表の記載につきましては、

相続登記の手続が市役所ではできない旨を明確して

表記をしたものでございます。 

 現状におきましては、御遺族から相続登記につい

て相談を受けた場合には、税務課におきまして静岡

地方法務局浜松支局での登記相談の御紹介について

や相談内容に応じては、司法書士さん等への相談す

るような御案内もさせていただいております。今後

は、税務課のほうで作成するという予定になってお

りますが、市内司法書士の一覧を作ったりですとか

御相談があったときにはそういった御紹介をさせて

いただくですとか、従来の手続先、先ほどの一覧表

のほうなんですがもう少し、湖西市ではありません

という冷たい書き方ではなくて、もう少し丁寧にと

いいますか静岡県司法書士会の相談センターの案内

を掲載するというような方向で、相続登記を手続す

るために必要な情報を提供していきたいというふう

に考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございました。よ

ろしくお取り計りをお願いいたします。 

 では４番、職員の市民に寄り添う気持ちの醸成に

ついてです。 

 システムを駆使してたらい回しにしないおくやみ

コーナーを開設しても、おくやみコーナーだけ親切

になっても、ほかの窓口が対応に何ら変わりがない
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ということでは市民の満足は得られないと思います。

職員の意識改革なくしては満足度を与えられないと

いうところで、湖西市予算編成に関する要望書の最

重要項目にも職員の接遇研修の強化で人材育成をと

上げさせていただきました。御遺族のこの手続だけ

でなく、他市からの転入者や外国人のサポートの同

行者からの職員の接遇の不満を強く今回訴えられた

のも重なりましたので、人材育成ということに力を

入れていただきたいと思っております。 

 静岡市のホームページからおくやみ窓口を検索す

ると、おもてなしの市役所へ！と記載された画面が

出てきます。おもてなしの市役所を推進するため、

おくやみ窓口を開設しましたとおくやみ窓口の説明

もそのようになってました。また、別府市のコーナ

ーでは対応する前に必ずお悔やみの言葉、このたび

は御愁傷さまでしたということからその来庁者への

声がけを始めていくという、遺族の気持ちに寄り添

った対応を心がけていますということも別府市の案

内には書かれておりました。 

 また先進市の自治体の松阪市などもその利用者、

市民、市役所を利用した方のアンケートを見ると、

おくやみ手続に来た方、ありがとうという言葉をた

くさん言ってもらえる市役所なのにというアンケー

ト結果があったということで、市民に寄り添う心が

最大の重要項目と捉えますが、職員教育はどのよう

に進められるのか、市長の所信表明の結びにのとこ

ろで我々の使命は市民の幸せのために働かなければ

ならないと考えますと言われました。私はその言葉

を豊田章男社長の言葉の引用で、同感という市長の

言葉でしたが私はとてもうれしく感じました。 

 全職員が市長と同じ気持ちで市民に向き合う市役

所であるようお願いしたいので、計画をお伺いいた

します。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 死亡に伴う各種届出や手続に対しましては、御遺

族の落胆のお気持ちを酌んで気配りを持った接遇に

より一層心がけてまいります。 

 また、死亡時だけでなく通常の全ての届出や手続

におきましても、常に来庁者の立場に立ち、丁寧な

説明と親切な対応を心がけるよう職員に指導してま

いりたいと思います。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） そのようにお願いいたします。 

 研修計画は毎年予算でも出されてくると思います

が、特に力を入れて予算編成をしていただくという

ような、予算審議ではないんですがそんなおつもり

になられたでしょうか、誰に聞けばいいのか、要は

職員の接遇研修はいかがでしょうかという問いです。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） お答えさせていただきま

す。 

 まず議員が御指摘いただきました、一部の職員が

私は駄目という言い方は申し訳ないんですけどまだ

なっていないと。 

 ただ、先日も本当に先週でしたが、元市議会議員

のＯＢの方から非常に職員がよくなったと、非常に

ありがたかったというお言葉を頂いたことがありま

す。その方は現役時代、非常に厳しい、一般的とさ

れてる方から私はお褒めの言葉を頂いたもんですか

ら非常にありがたかったなと、頑張ってる職員もい

るということは御理解いただきたいなと思います。 

 ただ、今佐原議員が申しましたように一部の職員

の対応によって、市全体の信頼が損なわれてるのは

これも重々承知しております。そうしたことから人

事を担当する総務としては、職員の接遇に関しまし

ては非常に重要課題であると常に捉えておりますの

で、新規採用の時点から接遇研修は重点項目として

研修に取り入れておりますし、また機会あるごとの

研修でも接遇研修は実際行ってるのが実態でありま

す。 

 予算に関しましては金額だけではなく、外部講師

をお願いすれば金額に反映するかもしれませんけど、

内部的な指導ですとか研修等も行っておりますので、

予算が多いから、少ないからということで何も接遇

をおろそかにしてるじゃないということは御理解い

ただきたいと思います。 

 実態といたしまして、市民の方からいろいろ苦情

を頂くことがあります。それのときはすぐにその実

情等を確認を総務のほうでしまして、そこの職員か
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らも、そしてその管理職の者に指導等を行っており

ます。それが全庁的にわたることであるような場合

には、毎週行われています部長連絡会のほうで共通

事案として私のほうで報告させていただいて、注

意・指導を徹底しているところであります。その場

においても市長のほうから、これは常々市民の立場

に立って、市民の目線に立って分かりやすい丁寧な

説明はしろという指導は本当に常に行われています。

そういうことで、まず職員の意識をそういうことを

持てるような職員にするために、これは繰り返しに

なりますけど、しつこいぐらい研修または指導を行

って、その職場全体がそういう気持ちを持てるよう

な職場にするように管理者のほうにも十分指導をし

てまいります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございました。ぜ

ひともよろしくお願いいたします。なかなか人の口

にのぼるというのはいいことというのの伝播がスロ

ーなんですけれども、何か悪評というか気分が悪か

ったというようなときというのは声が大きく拡散さ

れていくものなので、私たち自身、議員活動をして

いく中でも戒めてまいります。 

 この間、この通告書を出してすぐ11月下旬に全国

市町村国際文化研修所というところでの議員研修を

受けました。そこで言われていたのは、行政手続と

いうのは煩雑さが民間や市民団体と比べてある、そ

れは予算と権限があるからだというお話と、それと

民間のいろいろなところではお客様が来なくなると

いう現象があるわけですけれども、市役所の窓口と

いうのは大方は今もおっしゃられたようによい接遇

をしている職員が見受けられるということなので、

私もそれは感じますけれども、一部の人がそういう

嫌な感じを与えたとしても手続に来ないわけにはい

かない部署なので、客離れがするという職種、そう

いうところではないということを考えるべきだとい

うような講師の話もありました。今のそれぞれの部

長さんの気持ちに沿って実現できるようによろしく

お願いいたします。 

 １題目は以上です。では、主題の２のほうに行か

せていただきます。 

 所信表明について。 

 質問しようとする背景や経緯は、市長所信表明２

期目の豊富の１つ、安全・安心、医療福祉にＰＣＲ

検査の体制を強化するとともに、市独自の相談窓口

を設置することとしております。まだまだ行政とし

て行えることは、迅速にかつ柔軟に必要な対策を行

っていきたいと考えていますと述べられていること。

２つ目として子育て、教育の充実というところでほ

かの医療機関との連携による分娩前後の妊産婦健診

を湖西病院で行うというのは、私が前市長任期中の

平成24年９月定例会の一般質問で提案しましたが、

実現に至らなかった湖西病院の活用方法に近い取組

なので、この２つの柱から期待を込めて詳細な計画

を伺いたいと思います。 

 質問の目的は、市民の命と生活を安心・安全な医

療提供体制で守りたいためです。 

 質問事項の１、市独自の相談窓口についてです。 

 市独自の相談窓口を設置するということですが、

11月17日の議員全員協議会で寒い季節を迎え、発熱

などの症状のある方が増加するのに備え、発熱患者

等に対する体制整備をすると図で示していただきま

したが、８月12日より浜名医師会による湖西市地域

外来検査センターが開設され、市内でＰＣＲ検査が

かかりつけ医や受診した医療機関の紹介で実施でき

るようになりました。まずは開業医に相談をという

流れなので、私も自治会の定例会などで市民の皆様

にその旨を伝えてまいりました。新型コロナウイル

ス感染症についての相談については、健康福祉部に

電話をとの広報が５月でしたか市長の同報無線での

市民へのメッセージや広報こさい、市役所だよりな

どで市民に周知されてこれまで来ました。一番違う

ところを御説明いただければと、この相談窓口につ

いてよろしくお願いいたします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 一番違うところというのは、市役所において健康

福祉部、健康増進課ですけれども、具体的な部署は。

そちらのほうで市独自の相談、発熱の場合の相談窓

口を設けさせていただいて、市民の方々に住んでる

ところの最寄りの発熱の場合の受診できる医療機関、



１０３ 

クリニックですとかを御紹介できるということだと

思っています。 

 というのは、今議員がおっしゃった発熱、地域外

来とかそれはＰＣＲ検査を行うところですので、そ

こにたどり着く前の段階の指針が、この前の今議員

おっしゃったフローチャートで示させていただきま

したけれども、国の厚生労働省の指針が変わって、

かかりつけ医がある方はかかりつけ医に御相談くだ

さい、そうでない方は昔というかこれまでは帰国者

接触者外来と言ってたところ、いわゆる県の保健所

ですね、だからかかりつけ医以外はそこに行ってく

ださいというような２つの方向性というか窓口が国

から示されましたけれども、それをそのまま適用す

ると湖西市の場合には、かかりつけ医がいる方はも

ちろんそこに相談いただくんですけれども、かかり

つけ医がいない方、大体８割ぐらいとかっていうよ

うなお話も聞いてますけれども、そういった方々は

今言った県の保健所に御相談してくださいというこ

とになるので、湖西市民の方は磐田の保健所に御相

談をいただいて、そこから受診窓口を紹介いただく

ことになります。 

 その場合だと、県の今の保健所の基準というのか

やり方というのがどうしても、最終的にＰＣＲ検査

まで受けられるところを御紹介されるということを

聞いていますので、非常に湖西市内だと限られた医

療機関になろうかと思っています。ただ、今回のこ

ういった新型コロナに限らず、季節的にインフルエ

ンザですとか単なるというのか風邪も含めて発熱す

るということは新型コロナ以外でもあろうかと思い

ますので、そういった方々が新型コロナでない場合

ももちろんあるでしょうから、まず発熱してどんな

原因か分からないけど御相談する窓口というものを

設けさせていただいて、そうすればＰＣＲ検査まで

行かなくても身近なところで、今市内全部の診療所

とかクリニックが発熱した場合の受診ができるわけ

ではありませんけれども、県が紹介する窓口よりは

たくさん御自宅から身近なところを御紹介できると

いうことで独自の窓口を設けさせていただきました。

もちろん、休日・夜間等でかかりつけ医も市役所も

開いてないというときには県の保健所が24時間体制

でやっていただいてますので、そういった御相談も

いただければと思いますけど、一番違う点というの

は市独自の窓口によって御自宅からなるべく近くの

ところを、発熱したときの受診機関を御紹介できる

ということだと思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 分かりました。インフルエン

ザや一般の風邪でも高熱が出る場合ということで、

浜名医師会の協力を仰いで新たな新しい検査、受診

の流れを構築しているところだというふうに理解い

たしました。 

 かかりつけ医のない発熱患者さんをより早く診て

いただけるように、市内を中心とする近いところの

開業医さんたちとのスムーズな連携が行われるよう

に期待しております。御尽力をお願いいたします。 

 では２番、ＰＣＲ検査の体制強化について。 

 所信表明を伺った11月27日前後より、市内での感

染者の公表数が増えてきました。同じ職場で新型コ

ロナウイルス感染者が出たが、濃厚接触者とみなさ

れないため保健所より検査を指示されない、しかし

心配だから自費でもよいからＰＣＲ検査を受けたい

という相談がありました。 

 現在、市内で自費検査をする医療機関は土日のみ

実施のクリニック１か所だけです。医師会の協力を

仰ぎ、平日、自費検査を実施する医療機関を増やし

ていただきたいですがいかがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 医師会の御協力は現時点でも、今佐原議員からも

ありましたけれども相当に浜名医師会さん、牛田先

生を中心に非常に御尽力をいただいてるというふう

に思っています。 

 具体的には、やはり地域外来・検査センターでの

原則週３回のＰＣＲ検査等々、これはドクターであ

ったり看護師さんであったりスタッフもお越しいた

だいてるということですし、そういった医師会の医

療機関の参加いただける数も増えてきておりますの

で、非常にここはありがたいというふうに思ってお

ります。また今、前の問いであったような相談窓口

の設置についても受付というか受診させていただけ
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る医療機関ということで、これは相当浜名医師会さ

んの調整とか御協力をいただいておりますので、さ

らにもちろん自費の検査がというお話ですけれども、

ここは市内の企業からも出張だとか、もちろんそれ

以外の自費で検査を受けたいというお話も聞きはし

ますので、残念ながら市としてできる医療機関とい

うかそこは、自前でできるところはこの前のＰＣＲ

検査所も含めて設置させていただいてますので、そ

こは医師会の御協力が得られればと思ってますけれ

ども、これは相当御負担を医療関係者の方にもかけ

ておりますので、そういった話合いの中で御理解が

得られればというふうに思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 本当にほかの議員もおっしゃ

られたり、昨日からの冒頭でも議長を初め挨拶もあ

ったように本当に医療従事者の皆さんが疲弊してい

て、その方たちを守らなければいけないという思い

もありますので、こちらの要望ばかり突きつけても

というのもあります。 

 実際聞きますと、ある会社は東京のクリニックに

唾液、検体を送ってしてもらってるとか、やっぱり

市内で受けられないので。それぞれが自分のできる

範囲で知恵を出し、防衛力を働かせながらこの困難

を乗り切っていくしかないと思っております。そう

いう企業の意向も市長のお耳に届いているというこ

とで、理解していただけてると思いましたので要望

だけ伝えます。 

 では、３番お願いいたします。他の医療機関から

の助産師の派遣について。 

 浜松市内など、他の医療機関などからの助産師の

派遣により、分娩は機能の充実した医療機関で行い

ながら、分娩前後の妊産婦健診を湖西病院で行うと、

湖西病院だけでなくいろいろな浜松市などの医療機

関とも連携して湖西病院の運営をしていきますよと

いう中で、例えばということでこの分娩のお話を所

信表明の中でされておりますが、そのちょっと詳細

をお伺いしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 所信表明のときに大分お話をしたつもりなので、

詳細というと正直まずどんなお話をしたかというと、

やはり今ほとんど議員がおっしゃったとおりなんで

すけれども、やはり湖西市内で産婦人科なり分娩が

できればもちろんそれが一番いいとは思ってますけ

れども、そこが全国的な産婦人科、特に産科のお医

者さんの減少によってなかなか厳しいという状況が

現実としてありますので、次善の策としてこういっ

た助産院機能といいますか助産師さんがいらっしゃ

って普通分娩ができたりですとか、特に産前産後検

診、やっぱり働いてる方、小さいお子さんがいらっ

しゃる方が少しでも御自宅の近くで検診が受けられ

るという機能ができれば湖西病院、もちろんに市内

にということですのでそれに限った話ではありませ

んけれども、現実的に今は湖西病院とそれ以外、市

外の浜松などの機関と連携を深めた上で実現に向け

て動いているという状況にあります。それがちょう

どまさに今年度というのか、これから始めようと思

った矢先がコロナがこれだけ広がってしまって、当

然そうなるとそっちが優先になってしまって、湖西

病院もそうですけれども相当今様々な形でスタッフ

の方々、ＰＣＲも含めて医療関係者の方々は御負担

はそちらのほうで相当お力を割いていただいてます

ので、なかなか今は具体的な、相手方ももちろんそ

うですけれども相手方との具体的な、じゃあどうい

う形でいつからというようなお話がさすがに今は話

が始められてない状況ですので、社会情勢さえ許せ

ばそういった具体的なところを詰めて、早期に実現

をしていきたいというふうに思っております。以上

です。 

○議長（加藤弘己） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 本当にコロナによりいろいろ

な予定や計画が狂っておりますが、ますますすぐこ

れが収束するものではないので、これらを含めた形

での医療連携というのをまた構築していただければ

と思います。 

 私が平成24年９月の一般質問で例として出したの

は、新城助産所というところです。新城市にありま

す場所は鳳来町ですけれども、中山間地域です。そ

こが聖隷三方原病院の院内助産所と連携していて、

新城助産所の助産師さんが夜間であれ妊婦さんに同
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行してお産を聖隷三方原病院の院内助産所でする、

新城助産所の助産師さんが取り上げると、常に検診

も１か月置きに病院と新城助産所というふうに聖隷

三方原での検診と助産所だけでの検診というのを１

か月置きにやっていて、24時間体制で現在は４人の

助産師さんが常駐していらっしゃるそうですけども、

それで分娩が済むと、通常分娩であれば３日間の聖

隷三方原病院内の院内助産所で過ごし、その後は自

宅へ戻るもよし助産所で家族、小っちゃい子という

か上のお子さんがいたりすれば、御主人も泊まり家

族で新城助産所に泊まって産褥療養が一緒にできる

という設備もあったり、そういう新城市民病院が産

科機能を閉鎖したことによりこの新城助産所ができ

たわけですけれども、そんなのを平成24年に提案し

て、今回のお話は助産師さんを派遣してだから私は

余計いいなと思ったんですね、そこの連携する機能

の充実した病院で分娩するならば、いつも検診に携

わっててくれた助産師さんがいる病院で産むのはい

いなと思っていたところです。ただ、産前産後のケ

アを本当に湖西病院でやってほしいというのは、私

が長年これまで一般質問でも繰り返してきていると

ころですので、その新城のように家族で産褥療養が

できるという部分とか通所で、デイケアで、通いで

夜はうちへ帰りまた昼間だけ、今は退院が早いので

また助産所へ行って乳房のマッサージや授乳の仕方

を教えてもらうとかそんなことをするいろんなパタ

ーンがそこの新城助産所では行われてるんです。そ

のようなケアが湖西病院でできるとよいなと思った

ものですから、それに近い形だったらうれしいなと

いう思いでした。まだ、事がこれから詳細は決まっ

ていくし、コロナの状況によりいつ開始するかも分

からないというお話ですが、そんな事例もあるとい

うことをまた記憶にとどめておいていただければと

思います。 

 では、以上で私の一般質問を終わります。ありが

とうございました。 

○議長（加藤弘己） 以上で10番 佐原佳美さんの

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 次に６番 菅沼 淳君の発言

を許します。６番 菅沼 淳君。 

  〔６番 菅沼 淳登壇〕 

○６番（菅沼 淳） ６番 菅沼 淳です。早速質

問に入らさせていただきます。 

 主題、合併後の一体感と市内２つの商工会が目指

す方針、統合か単独かということについて質問をさ

せていただきます。 

 質問をしようとする背景や経緯です。 

 旧湖西市・新居町が合併し10年が経過いたしまし

た。本年11月６日の新聞紙上湖西版において、合併

10年遠い一体感を見出しとする記事が掲載されてお

りました。現在、多くの市民においても漠然とその

ような感覚にあると思われます。 

 国内また静岡県下におきましても、自治体の合併

に伴い様々な組織、団体等の再編・統合などが進め

られている中、本市においては商工業事業所を会員

とし単独で運営をする２つの商工会が存在し、目指

す方針が合併後10年経過した現在も明確にされてい

ないことが新聞紙上に掲載された遠い一体感の一因

と考えられるところであると思います。 

 利害や見解の相違があること、方針の決定は商工

会会員の総意であることは理解をしておりますが、

合併したのに何で一緒にならないのか、またなれな

いのか、また観光協会の動向も気になるところでは

ありますが、市民の素朴な疑問と税金を補助金とし

て支出する市として、本日は市民生活に密接に関係

する両商工会の今後の方針についてのお考えを伺い

たく質問をするものであります。 

 質問の目的です。両商工会の目指す方針を明確に

していただくことが一体感につながる一歩になるの

ではと考えることから質問をさせていただくもので

あります。 

 それでは質問です。最初１番、合併後10年を経過

した現状において、市民の遠い一体感を市はどのよ

うに捉えておられるのかお伺いをいたします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今議員おっしゃった中日新聞でしたか、見出しは、

書いた記者さんもいらっしゃいますけれども、拝見
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させていただきました。今日、改めて刺激的だなと

いうかそう思った、もちろん認識をしております。 

 10年前ですか、平成22年３月、旧新居町・旧湖西

市が合併されて今10年がたちました。すみません、

10年前は僕も市長ではなかったというのと、ちょう

ど仕事で海外にいたもんですから、ネットのニュー

スなどで合併したというのを知ったぐらいで、たし

か三上前市長が上海に来られて、それでお話を聞い

たような記憶もあります。そこから10年もうたった

のかという思いではありますけれども、非常に合併

に関しては合併後をどう融合させていくか、一体感

を醸成していくかというのは非常に今の湖西市だけ

ではなくて、お隣の浜松市だとか磐田市、様々なと

ころでも非常に御苦労、御苦心をなされているとい

うふうに様々な方からお話も聞きますし、そんな感

覚を持っておりますけれども、やはりただ、それぞ

れの地域地域にやはり結束感というか一体感という

か強みがあって、そこの地域のよさを出していただ

けるのは、やはりその地元の方々だというふうに思

っておりますし、今だったら例えば旧湖西市の中も

旧５か町村の合併でできておりますので、それぞれ

の地域が地域ごとにお祭りをやったりだとか、様々

な伝統を継承していただいてるというふうに思って

おります。 

 例えば、最近なんかは浜名湖おんぱくの事業にも

あるように、例えば新居の方々が北部の利木とか横

山のほうに初めてそういった事業等で行って、山の

ほうから見た浜名湖の風景がすばらしいだとか、そ

ういった改めてこのまちのよさを初めて実感された

りとか、逆に旧湖西市の方が新居の海湖館ですとか

関所ですとか、そういったところに改めて行事等々

で行くようになったり施設を使ったりして、改めて

自分のまちとしてのよさを実感できるというような

ことも醸成されてきてるというふうに思っておりま

す。もちろんこれがまだまだ行政的にはサービスの

内容が統合、一緒になったものもあればまだそれぞ

れで行っているような、例えばごみの収集方式なん

かもそうですけれどもそういったものを、やはり時

間はかかるものもあるかもしれませんけれども、一

体感を醸成していくということは大事だというふう

に思っていますので、今のように新たに、改めてよ

さを認識したりですとかそういったことも浜名湖お

んぱくの事業に加えて様々なほかの事業でもあろう

かと思いますので、そういった一体感の醸成につな

がるようなことを行政においても努めていきたいと

いうふうに思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ありがとうございます。行政

としては公平に施策をされておると思うんですけど

も、一口に一体感と言われても個人差も、その感覚

には個人差はあるということでありますので非常に

難しい問題だなとは思うんですけど、ただいまの市

長の御答弁ですね、韓国の文 在寅大統領じゃあり

ませんけども、未来志向で一体感の調整に向けて今

後努力をしていくということで理解をいたしました。

じゃあ、この質問はこれで終わります。 

 じゃあ２つ目。合併に伴い県内においても商工会

の統合は進んでおりますが、本市においては現在に

至るまで両商工会はその方針を明確にされておりま

せん。 

 市は、その方針について商工会と協議をされてい

るのか、またこれまで明確にされていない理由を把

握されているのかお伺いをいたします。よろしくお

願いします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 平成の大合併以降、県内

において１行政区１商工会という方針に基づき、他

市町においては合併後に時間をかけて統合が行われ

てきたものと承知しておりまして、現在、県内複数

の商工会が１行政区内に存在しているのは浜松市と

湖西市だけとなっております。他方、商工会の統合

を含めた組織の在り方については、会員の総意によ

り決するものであり、現時点ではまさに両商工会に

おいて、会員の総意を得るための環境が整備されて

おらず方針が明確にされてないというものと理解を

しております。このような状況下であることから、

市として両商工会との方針についての協議のほうは

行われておりません。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ありがとうございます。ただ
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いまの御答弁、協議は行っていないという御答弁で

すが、行っていないというのはいわゆる決定をする

のは商工会であって市は部外者ということでよろし

いんでしょうか、そういう理解でよろしいんですか。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 議員のおっしゃるとおり

になりますが、市の組織ではございません、独立し

た組織でございますのでその組織の在り方はそれぞ

れの組織が決めていただくことであります。ですの

で、現時点で市が方向性をもって協議をさせていく

ということ自体はすべきことではないかなというこ

とで認識をしております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 分かりました、ありがとうご

ざいます。 

 それと、明確にされてない理由を把握されている

かという質問に、会員の総意を得るための環境が整

備をされていないというような御答弁だったと思う

んですけど、環境が整備をされていないというのは

具体的にどういうことでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 現時点におきまして、商

工会の中で統合に関する問題提起やそれについての

議論をする場が整っている状況ではないということ

をもって、環境のほうが整っていないというような

趣旨で発言をさせていただいております。以上でご

ざいます。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 分かりました、ありがとうご

ざいます。 

 それでは３番行きます。方針の決定は両商工会の

総意と理解しますが、税金を補助金として支出をす

る市として、両商工会の方針についてどうあるべき

とお考えかお伺いをいたします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 単に補助金を支出するだ

けという視点に立てば、統合されたほうが例えば職

員数が変更されて、例えば組織のスリム化がなされ

ることに伴い補助額を減少するというようなことも

あり得るかと予想されております。一方、統合によ

って職員の数が減少してしまうということについて

は、会員にとってはサービスの水準が低下されてい

くということも懸念され、商工業者の経営には大き

な影響を与える可能性があるということが考えられ

ますので、一律に統合が全てであるということで市

としては考えておりません。 

 繰り返しになりますけれども、統合か単独かは会

員の総意によって決することでありまして、両商工

会の会員の構造や地域特性を踏まえ、メリット・デ

メリットをよく整理した上でそれぞれの組織が共通

の答えを出していただくことを期待したいと考えて

おります。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ありがとうございます。方針

の決定は商工会の会員の総意であるということは私

も理解していますが、補助金を支出する市として商

工会さんに明確にすべきじゃないかと催促するよう

な権利はあると思うんですよね、その辺はどうでし

ょうか。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 商業、工業の振興におい

て中核を担う商工会の役割、活動の方針に基づいて

市が補助金の出す側として、またその組織の形態を

含めまして商工会のほうとよく協議のほうを進めて

考えていきたいというふうにも考えております。以

上でございます。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 分かりました、ありがとうご

ざいます。 

 じゃあ最後の質問に行きます。両商工会の方針が

決定した場合、補助金の見直しはどのようにされる

のかお伺いをいたします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 単独のままか統合するか、

どのような形態であったとしても、商工業者の商工

業の振興という目的を達成するために、市として必

要な支援は行っていくという考えでございます。以

上でございます。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 抽象的な御答弁ありがとうご
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ざいます。必要な支援を行うというのは分かりまし

た。要するに、方針が決定した場合には状況に応じ

て増額にするにせよ減額するにしろ現状維持にしろ

いずれにしても見直しは行うという考えでよろしい

でしょうか。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 議員おっしゃるとおり、

そのとおりでございます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ありがとうございます。 

 質問の趣旨からちょっと外れるんですけども、参

考までにお伺いをいたします。両商工会の補助金、

合算で約2,000万円ほどになりますけども、これは

商工会の何に対して補助をするもんでしょうか。ち

なみに、この約2,000万円のほかにも名目のはっき

りした補助金があるんですけども、この両商工会に

支出する約2,000万円、この内容を教えてください。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 商工会への補助金につき

ましては、主に小規模事業者の経営の改善に要する

経費を目的としております。 

 例えば、経営指導員やその補助員などの人件費で

あったり、商工会のほうが実施しますセミナーや経

営指導のための専門家の派遣、また商工会が行う事

業内容を周知するためのパンフレットの作成、また

歳末に行われるセールや例えばあらいじゃんなどの

地域興しのための事業、あと青年層、女性層の育成

やあと事業承継などの後継者の育成のための経費と

いうものに使ってくださいという形の補助金になり

ます。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） よく分かりました、ありがと

うございます。この商工会さんにとっては、この補

助金というのは本当に関心、それから心配しておる

とこだと思いますのでちょっと伺ってみました。 

 それでは最後に一言、述べさせていただきまして

終わります。 

 遠い一体感につきましては、歴史・文化・産業な

どそれぞれ特色のある自治体の合併ということから、

一体と考えられるのはまだまだ時間が必要かと思い

ます。 

 両商工会の方針について、一体感といえば当然統

合を示すことだと思いますが、行政はその決定につ

いて口を挟むことはできません。 

 合併後10年、多くの市民、また私も公私の私にお

いて湖西市商工会の会員でもあり、その方針の動向

を注目してるところでもあります。単独にしても統

合にしても決定するのは商工会でありますが、その

方針について明確にすべきと取り組んでいただくき

っかけになればと思うことから、今回質問をさせて

いただきました。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（加藤弘己） 以上で６番 菅沼 淳君の一

般質問を終わります。 

 これをもちまして、本日予定しておりました一般

質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 以上で本日の日程は終了いた

しました。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでご

ざいました。 

午後２時03分 散会 

───────────────── 


